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メリア３階全面オープン　2月１日メリア３階全面オープン　2月１日

　「広報かも」は令和 6年 5月から月 1回
（毎月15日）発行になります（休日の場合
は翌開庁日）。アプリ「かも防災・行政ナビ」
では、広報かもが発行日にご覧いただけ
るほか、ハザードマップの確認や河川カ
メラの映像などを簡単に見ることができ
ます。
　詳しくは、二次元コードから市ホーム
ページをご覧ください。 ホームページ

KAMO　MACHINAKA　BASEKAMO　MACHINAKA　BASE

・10:00 ～ 19:00
・Wi-Fi 完備
・コンセントあり
・その他サービスは左の二次
元コードをご確認ください

「広報かも」はアプリからが便利です「広報かも」はアプリからが便利です「広報かも」はアプリからが便利です
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急病
865件
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問  加茂地域消防本部（☎52-1770　火災・救急）

令和5年の火災発生状況
区　　　分

出　火　件　数

建　物　火　災

全　　　　　焼

損　　害　　額

人的被害　死者

　　　　負傷者

令和５年

　９件

　６件

　３棟

1,310万円 

　０名

　４名

令和４年

　２件

　０件

　０棟

　０万円

　０名

　０名

令和５年 火災・救急・交通事故の記録
　加茂市で起こった昨年１年間の火災・救急、交通事故の記録がまとまりました。火災は９件発生し、
うち３件で負傷者４名を伴うものとなっています。交通事故では、発生件数が 449 件で死亡事故はあり
ませんでした。交通事故、火災などでは、わずかなことが原因で、重大な被害につながります。今一度、
交通安全、火の取り扱いの確認をお願いします。

　加茂市における令和５年中の火災は９件です。
火災件数の内訳は、建物火災が６件、その他火
災が２件、車両火災が１件でした。
　火災は、ささいな原因でも起こります。ひと
たび発生すれば、大切な生命・財産を焼き尽く
してしまいます。火災から大切なものを守るた
めに、火の元には十分注意し、火を消すまでそ
ばを離れないことをこころがけてください。

　昨年中、加茂市では 1,329 件の救急出動
があり、1,080 人の傷病者が医療機関へ搬
送されました。前年に比べると出動件数で
175 件、搬送人員で 117 人の増加となりま
した。
　出動件数を１日当たりの平均で表すと約
3.64 件で、約 6.5 時間に一回の割合で出動
していることになり、加茂市民の 22.7 人に
１人が救急搬送されたことになります。事
故種別では、急病が 865 件と最も多く、次
いで一般負傷の242件、転院搬送の125件、
交通事故の 56件でした。

　110（事件・事故）119（火災・救急）は、緊急時のための電話番号です。火災発生場所を知り
たいときは、上記災害テレホンガイドをご利用ください。

火災発生場所は「災害テレホンガイド」（☎52－1233）
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今後の水道料金について
　加茂市では、将来世代に大きな負担を残さず適切な施設更新を図り、安全安心な水道
水を供給していくために、令和5年7月15日の「広報かも」でお知らせしましたとおり、
令和7年10月請求分から、15％の値上げを行う予定となっております。
　加茂市の水道事業を持続していくためには、事業の効率化や経費削減だけではなくコ
ストに見合った適切な水道料金の見直しが必要です。
　市といたましては、浄水場が止まったり、水道管が繰り返し破損したりして、水を供
給できなくなる事態を必ず避けなければなりません。これからも安全でおいしい水を心
配なく飲めるよう努めてまいります。皆さまのご理解とご協力をよろしくお願い申し上
げます。

2. 水道施設の老朽化による費用の増加
　浄水場や水道管など、加茂市の水道施設の多くは昭和30年から50年代に造られており
多くの施設が耐用年数を大幅に超え、老朽化しています。資金不足で更新を先延ばしに
したことで、故障や破損・漏水事故が多発し、大規模な断水につながる恐れがありま
す。そのため多数の施設の更新を早急に行う必要があり、多大な費用が必要となってき
ます。

5. 三条地域水道用水供給企業団の受水費の増加
　加茂市は、平成8年度より水道水の一部を三条地域水道用水供給企業団から受水してい
ます。企業団経営は、三条市、加茂市、田上町の3市町からなる構成団体で運営されてい
ます。企業団経営が成り立つように、令和5年度から受水費が値上げされ、今後も5年毎
に見直される予定です。

4. 有収率の低下
　有収率とは、浄水場などから供給した水量（配水量）に対する、水道料金の対象と
なった水量（有収水量）の割合を示す数値です。加茂市の有収率は平成6年度末の
79.44％をピークに年々下がり続けており、令和4年度末69.45％です。県内平均
84.49％と比較しても低い状態にあります。有収率が低い原因として、老朽化した水道
管で漏水していることが考えられますが、実際のところ明確な原因を特定できていませ
ん。しかしながら有収率向上を目指して、水道管の漏水調査や漏水箇所の修繕、漏水の
恐れのある老朽管の布設替えを継続していきます。

3. 給水人口減少等による水道料金の減収
　加茂市の給水人口は、人口減少に伴い年々減少しています。料金改定を先延ばしにし
てしまうと、後年に一人当たりの負担が大きくなってしまうことが懸念されます。

水道料金に関する問い合わせ　上下水道課業務係（☎52－0080　内線232）
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加茂市長　藤田　明美

加茂市の水道事業について

加茂市の水道事業の現状と課題
1. 過去からの資金不足

令和6年３月請求分で、水道料金基本料金の減免が終了します

　加茂市では物価高騰による負担軽減のため、国の「新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金」を活用して、令和 5年10月請求分から水道料金の基本料金を減
免していましたが、令和 6年 3月請求分で減免が終了します。
　令和 6年 4月請求分からは、従来どおりの水道料金のご請求となります。

　水道事業は、安全で安心な水道水を供給することを目的として、事業の経営は地方公
営企業法に基づき独立して採算をとっており、経営に必要な費用は、税金ではなく皆さ
まからいただく水道料金の収入で全てをまかなっています。この経営の方式を「独立採
算制」といい、水道事業はこれを基本として経営しています。しかし、加茂市は経営状
況に合わせた料金設定が必要なところ、長期間水道料金を据え置いていました。このた
め、水道施設を整備するための貯金（留保資金）が少なく、また過去の資金不足によっ
て生じた累積欠損金（過去の赤字額の累積）が今なお、2億円以上あります。

減免期間の
水 道 料 金

料金 メーター
使 用 料 消費税 合計基本料金

0円 3,080円 3,608円200円 328円
従量料金

減免終了後の
水 道 料 金

料金 メーター
使 用 料 消費税 合計 減免期間料金との差

2,794円増
基本料金
2,540円 3,080円 6,402円200円 582円

従量料金

モデルケース（2か月、税込）
水道メーターの口径が 20mm　使用水量が 40㎥の場合
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問  環境課（☎内線252　交通事故）

令
和
５
年
火
災
・
救
急
・
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通
事
故
の
記
録

「自転車安全利用五則」
①車道が原則、左側を通行
　歩道は例外、歩行者を優先
②交差点では信号と一時停止を
　守って、安全確認
③夜間はライトを点灯
④飲酒運転は禁止
⑤ヘルメットを着用

加茂市の交通事故状況

人身事故（件） 物損事故（件） 傷者数（人）

元年　　 2年　　   3年　  4年　  　 5年
31 24 25

15

15

29

事
故
件
数

傷
者
数

400

600

800

200

0 0

435

394
429 424

409

36

24 2629

50

100

150

=死者数（1人）

　令和 5 年に加茂市内で発生した交通事故は 449
件ありました。物損事故（けがを伴わない事故）
424 件、人身事故（けがを伴う事故）25 件、傷者
数26人でした。令和4年と比べると物損事故件数、
人身事故件数、傷者数はいずれも増加しました。ま
た、死亡交通事故の発生はありませんでした。

　飲酒運転は人の命に直結する危険で悪質な犯罪で
す。「飲酒運転をしない、させない、許さない」を
合言葉にドライバーのみでなく、家庭・地域・職場
等も協力して飲酒運転を根絶しましょう。

　昨年の県内における交通事故死者数に占める歩行
者の割合は 40.0％、自転車乗用中の割合は 9.0％で
した。
　横断歩道は歩行者が最優先です。ドライバーは、
横断歩道の手前では減速するなど、横断しようとして
いる歩行者に備え、横断者がいるときは必ず一時停
止しましょう。
　自転車を利用する皆さんは「自転車安全利用五則」
を守りましょう。
　自転車利用者は、加害者となり得る側面もあること
から、車両としての交通ルールを遵守するとともに、
「新潟県自転車の安全で適正な利用の促進に関する
条例」で義務化された自転車損害賠償責任保険等へ
加入しましょう。
　また、事故発生時の被害軽減
のため、すべての年齢層で乗車
用ヘルメットを着用するようにし
ましょう。

歩行者と自転車の安全確保

飲酒運転の根絶

　昨年の県内における交通事故死者数に占める
高齢者の割合は 69.0％で、20 年連続で全死者
の半数を超えています。また、高齢運転者の加
害事故による割合も 45.3％を占めており、高
齢者が被害者となる事故の防止とともに高齢運
転者が加害者となる事故の防止も大きな課題と
なっています。

高齢者の交通事故防止

　万が一の交通事故のとき、事故の衝撃などから命
を守ってくれるのは、シートベルトやチャイルド
シートです。すべての座席でシートベルトを着用し
ましょう。また、６歳未満の子どもには、必ずチャ
イルドシートを使用しましょう。

シートベルトとチャイルドシートの着用の徹底
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4 年 度 5年１月１日
25,052人

３年度の人件費率

13,753,118 630,382 2,116,610 15.4％ 15.6％

《参考》

４ 187人 695,346千円 267,012千円 1,065,452千円103,094千円 5,698千円

４

324,121円
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（令和5年4月1日現在）
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一般負傷
242件
一般負傷
242件

交通事故
56件

交通事故
56件

その他
166件

令和5年
総出動件数
1,329件

転院搬送
125件

急病
865件
急病
865件

問  加茂地域消防本部（☎52-1770　火災・救急）

令和5年の火災発生状況
区　　　分

出　火　件　数

建　物　火　災

全　　　　　焼

損　　害　　額

人的被害　死者

　　　　負傷者

令和５年

　９件

　６件

　３棟

1,310万円 

　０名

　４名

令和４年

　２件

　０件

　０棟

　０万円

　０名

　０名

令和５年 火災・救急・交通事故の記録
　加茂市で起こった昨年１年間の火災・救急、交通事故の記録がまとまりました。火災は９件発生し、
うち３件で負傷者４名を伴うものとなっています。交通事故では、発生件数が 449 件で死亡事故はあり
ませんでした。交通事故、火災などでは、わずかなことが原因で、重大な被害につながります。今一度、
交通安全、火の取り扱いの確認をお願いします。

　加茂市における令和５年中の火災は９件です。
火災件数の内訳は、建物火災が６件、その他火
災が２件、車両火災が１件でした。
　火災は、ささいな原因でも起こります。ひと
たび発生すれば、大切な生命・財産を焼き尽く
してしまいます。火災から大切なものを守るた
めに、火の元には十分注意し、火を消すまでそ
ばを離れないことをこころがけてください。

　昨年中、加茂市では 1,329 件の救急出動
があり、1,080 人の傷病者が医療機関へ搬
送されました。前年に比べると出動件数で
175 件、搬送人員で 117 人の増加となりま
した。
　出動件数を１日当たりの平均で表すと約
3.64 件で、約 6.5 時間に一回の割合で出動
していることになり、加茂市民の 22.7 人に
１人が救急搬送されたことになります。事
故種別では、急病が 865 件と最も多く、次
いで一般負傷の242件、転院搬送の125件、
交通事故の 56件でした。

　110（事件・事故）119（火災・救急）は、緊急時のための電話番号です。火災発生場所を知り
たいときは、上記災害テレホンガイドをご利用ください。

火災発生場所は「災害テレホンガイド」（☎52－1233）

火 災火 災
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今後の水道料金について
　加茂市では、将来世代に大きな負担を残さず適切な施設更新を図り、安全安心な水道
水を供給していくために、令和5年7月15日の「広報かも」でお知らせしましたとおり、
令和7年10月請求分から、15％の値上げを行う予定となっております。
　加茂市の水道事業を持続していくためには、事業の効率化や経費削減だけではなくコ
ストに見合った適切な水道料金の見直しが必要です。
　市といたましては、浄水場が止まったり、水道管が繰り返し破損したりして、水を供
給できなくなる事態を必ず避けなければなりません。これからも安全でおいしい水を心
配なく飲めるよう努めてまいります。皆さまのご理解とご協力をよろしくお願い申し上
げます。

2. 水道施設の老朽化による費用の増加
　浄水場や水道管など、加茂市の水道施設の多くは昭和30年から50年代に造られており
多くの施設が耐用年数を大幅に超え、老朽化しています。資金不足で更新を先延ばしに
したことで、故障や破損・漏水事故が多発し、大規模な断水につながる恐れがありま
す。そのため多数の施設の更新を早急に行う必要があり、多大な費用が必要となってき
ます。

5. 三条地域水道用水供給企業団の受水費の増加
　加茂市は、平成8年度より水道水の一部を三条地域水道用水供給企業団から受水してい
ます。企業団経営は、三条市、加茂市、田上町の3市町からなる構成団体で運営されてい
ます。企業団経営が成り立つように、令和5年度から受水費が値上げされ、今後も5年毎
に見直される予定です。

4. 有収率の低下
　有収率とは、浄水場などから供給した水量（配水量）に対する、水道料金の対象と
なった水量（有収水量）の割合を示す数値です。加茂市の有収率は平成6年度末の
79.44％をピークに年々下がり続けており、令和4年度末69.45％です。県内平均
84.49％と比較しても低い状態にあります。有収率が低い原因として、老朽化した水道
管で漏水していることが考えられますが、実際のところ明確な原因を特定できていませ
ん。しかしながら有収率向上を目指して、水道管の漏水調査や漏水箇所の修繕、漏水の
恐れのある老朽管の布設替えを継続していきます。

3. 給水人口減少等による水道料金の減収
　加茂市の給水人口は、人口減少に伴い年々減少しています。料金改定を先延ばしにし
てしまうと、後年に一人当たりの負担が大きくなってしまうことが懸念されます。

水道料金に関する問い合わせ　上下水道課業務係（☎52－0080　内線232）
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問  環境課（☎内線252　交通事故）

令
和
５
年
火
災
・
救
急
・
交
通
事
故
の
記
録

「自転車安全利用五則」
①車道が原則、左側を通行
　歩道は例外、歩行者を優先
②交差点では信号と一時停止を
　守って、安全確認
③夜間はライトを点灯
④飲酒運転は禁止
⑤ヘルメットを着用

加茂市の交通事故状況

人身事故（件） 物損事故（件） 傷者数（人）

元年　　 2年　　   3年　  4年　  　 5年
31 24 25

15

15

29

事
故
件
数

傷
者
数

400

600

800

200

0 0

435

394
429 424

409

36

24 2629

50

100

150

=死者数（1人）

　令和 5 年に加茂市内で発生した交通事故は 449
件ありました。物損事故（けがを伴わない事故）
424 件、人身事故（けがを伴う事故）25 件、傷者
数26人でした。令和4年と比べると物損事故件数、
人身事故件数、傷者数はいずれも増加しました。ま
た、死亡交通事故の発生はありませんでした。

　飲酒運転は人の命に直結する危険で悪質な犯罪で
す。「飲酒運転をしない、させない、許さない」を
合言葉にドライバーのみでなく、家庭・地域・職場
等も協力して飲酒運転を根絶しましょう。

　昨年の県内における交通事故死者数に占める歩行
者の割合は 40.0％、自転車乗用中の割合は 9.0％で
した。
　横断歩道は歩行者が最優先です。ドライバーは、
横断歩道の手前では減速するなど、横断しようとして
いる歩行者に備え、横断者がいるときは必ず一時停
止しましょう。
　自転車を利用する皆さんは「自転車安全利用五則」
を守りましょう。
　自転車利用者は、加害者となり得る側面もあること
から、車両としての交通ルールを遵守するとともに、
「新潟県自転車の安全で適正な利用の促進に関する
条例」で義務化された自転車損害賠償責任保険等へ
加入しましょう。
　また、事故発生時の被害軽減
のため、すべての年齢層で乗車
用ヘルメットを着用するようにし
ましょう。

歩行者と自転車の安全確保

飲酒運転の根絶

　昨年の県内における交通事故死者数に占める
高齢者の割合は 69.0％で、20 年連続で全死者
の半数を超えています。また、高齢運転者の加
害事故による割合も 45.3％を占めており、高
齢者が被害者となる事故の防止とともに高齢運
転者が加害者となる事故の防止も大きな課題と
なっています。

高齢者の交通事故防止

　万が一の交通事故のとき、事故の衝撃などから命
を守ってくれるのは、シートベルトやチャイルド
シートです。すべての座席でシートベルトを着用し
ましょう。また、６歳未満の子どもには、必ずチャ
イルドシートを使用しましょう。

シートベルトとチャイルドシートの着用の徹底
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4 年 度 5年１月１日
25,052人

３年度の人件費率

13,753,118 630,382 2,116,610 15.4％ 15.6％

《参考》

４ 187人 695,346千円 267,012千円 1,065,452千円103,094千円 5,698千円

４

324,121円
327,214円
322,487円

185,200円
154,600円
151,900円

191,700円
158,900円
156,800円

185,200円
154,600円
151,900円

321,600円
324,959円
286,942円

45.9歳
44.3歳
42.4歳

51.2歳
55.0歳
51.2歳

（令和5年4月1日現在）
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（令和5年4月1日現在）

（令和5年4月1日現在）
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一般負傷
242件
一般負傷
242件

交通事故
56件

交通事故
56件

その他
166件

令和5年
総出動件数
1,329件

転院搬送
125件

急病
865件
急病
865件

問  加茂地域消防本部（☎52-1770　火災・救急）

令和5年の火災発生状況
区　　　分

出　火　件　数

建　物　火　災

全　　　　　焼

損　　害　　額

人的被害　死者

　　　　負傷者

令和５年

　９件

　６件

　３棟

1,310万円 

　０名

　４名

令和４年

　２件

　０件

　０棟

　０万円

　０名

　０名

令和５年 火災・救急・交通事故の記録
　加茂市で起こった昨年１年間の火災・救急、交通事故の記録がまとまりました。火災は９件発生し、
うち３件で負傷者４名を伴うものとなっています。交通事故では、発生件数が 449 件で死亡事故はあり
ませんでした。交通事故、火災などでは、わずかなことが原因で、重大な被害につながります。今一度、
交通安全、火の取り扱いの確認をお願いします。

　加茂市における令和５年中の火災は９件です。
火災件数の内訳は、建物火災が６件、その他火
災が２件、車両火災が１件でした。
　火災は、ささいな原因でも起こります。ひと
たび発生すれば、大切な生命・財産を焼き尽く
してしまいます。火災から大切なものを守るた
めに、火の元には十分注意し、火を消すまでそ
ばを離れないことをこころがけてください。

　昨年中、加茂市では 1,329 件の救急出動
があり、1,080 人の傷病者が医療機関へ搬
送されました。前年に比べると出動件数で
175 件、搬送人員で 117 人の増加となりま
した。
　出動件数を１日当たりの平均で表すと約
3.64 件で、約 6.5 時間に一回の割合で出動
していることになり、加茂市民の 22.7 人に
１人が救急搬送されたことになります。事
故種別では、急病が 865 件と最も多く、次
いで一般負傷の242件、転院搬送の125件、
交通事故の 56件でした。

　110（事件・事故）119（火災・救急）は、緊急時のための電話番号です。火災発生場所を知り
たいときは、上記災害テレホンガイドをご利用ください。

火災発生場所は「災害テレホンガイド」（☎52－1233）
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今後の水道料金について
　加茂市では、将来世代に大きな負担を残さず適切な施設更新を図り、安全安心な水道
水を供給していくために、令和5年7月15日の「広報かも」でお知らせしましたとおり、
令和7年10月請求分から、15％の値上げを行う予定となっております。
　加茂市の水道事業を持続していくためには、事業の効率化や経費削減だけではなくコ
ストに見合った適切な水道料金の見直しが必要です。
　市といたましては、浄水場が止まったり、水道管が繰り返し破損したりして、水を供
給できなくなる事態を必ず避けなければなりません。これからも安全でおいしい水を心
配なく飲めるよう努めてまいります。皆さまのご理解とご協力をよろしくお願い申し上
げます。

2. 水道施設の老朽化による費用の増加
　浄水場や水道管など、加茂市の水道施設の多くは昭和30年から50年代に造られており
多くの施設が耐用年数を大幅に超え、老朽化しています。資金不足で更新を先延ばしに
したことで、故障や破損・漏水事故が多発し、大規模な断水につながる恐れがありま
す。そのため多数の施設の更新を早急に行う必要があり、多大な費用が必要となってき
ます。

5. 三条地域水道用水供給企業団の受水費の増加
　加茂市は、平成8年度より水道水の一部を三条地域水道用水供給企業団から受水してい
ます。企業団経営は、三条市、加茂市、田上町の3市町からなる構成団体で運営されてい
ます。企業団経営が成り立つように、令和5年度から受水費が値上げされ、今後も5年毎
に見直される予定です。

4. 有収率の低下
　有収率とは、浄水場などから供給した水量（配水量）に対する、水道料金の対象と
なった水量（有収水量）の割合を示す数値です。加茂市の有収率は平成6年度末の
79.44％をピークに年々下がり続けており、令和4年度末69.45％です。県内平均
84.49％と比較しても低い状態にあります。有収率が低い原因として、老朽化した水道
管で漏水していることが考えられますが、実際のところ明確な原因を特定できていませ
ん。しかしながら有収率向上を目指して、水道管の漏水調査や漏水箇所の修繕、漏水の
恐れのある老朽管の布設替えを継続していきます。

3. 給水人口減少等による水道料金の減収
　加茂市の給水人口は、人口減少に伴い年々減少しています。料金改定を先延ばしにし
てしまうと、後年に一人当たりの負担が大きくなってしまうことが懸念されます。

水道料金に関する問い合わせ　上下水道課業務係（☎52－0080　内線232）
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（令和5年4月1日現在）

（各年4月1日現在）

（令和5年4月1日現在）

18,393千円

1.20月分
1.25月分
2.45月分

1.00月分
1.05月分
2.05月分

57.5％

10,768円

14

３年度

４年度

44,022千円

212千円

54,628千円

260千円

令和３年
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1
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45
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令和４年
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令和５年
3
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44
44
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7
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40
230

（４年度）

市ホームページでは「加茂市の給与・定員管理の状況」を公開しています。
https://www.city.kamo.niigata.jp/docs/33583.html

配偶者・父母等は 6,500 円、子は 10,000 円。満 16 歳年度初めから満 22 歳年度末までの間に
ある子について、1人につき 5,000 円を加算。

借家は月額 16,000 円を超える家賃を支払っている職員に対し、負担している家賃の額に応じ
て最高 28,000 円（家賃の額が 61,000 円以上の場合）まで支給する。

交通機関（バス・電車）利用者は、負担している運賃の額に応じて最高55,000円まで支給する
（定期券の場合は通用期間ごとに支給）。
交通用具（自動車等）利用者は片道の通勤距離に応じて2,000円から最高31,600円まで支給する。

か
も
美
化
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業

市と市民との協働のまちづくり
～～市民の手でキレイで心地良いまちに！～～

問  環境課生活環境係（☎内線252）

「かも美化サポーター事業」という、
環境美化を目的としたボランティア
活動を支援する市の事業を知ってい
ますか？

　現在、登録団体として「小鳥さえ
ずる小川と私」「小鳥さえずる桜並木
と私」「こもれびの公園」「加茂市を
キレイにする会」など、１４団体が
登録しており、身近な環境美化にボ
ランティアで取り組んでいます。

　「毎日の作業の積み重ねが景観保全
に繋がる、やりがいのある日常の楽
しみになっています。」（団体参加の
方の声）

　サポーター事業の概要は以下のと
おりです。個人やグループの仲間同
士、町内会や企業などの仲間で集まっ
て、加茂のまちを住みよくキレイに
していきましょう♪

かも美化サポーター事業（アダプト・プログラム）かも美化サポーター事業（アダプト・プログラム）
対象者
　・加茂市在住者、加茂市内に事業所を有する法人、その他団体
　　※個人、団体どちらでも登録できます

対象場所
　・市内の道路、河川、公園、市や他の地方公共団体又は国が管理する施設
　　（管理者の承諾を得てください）

対象となる活動
　・空き缶などの散乱ごみの分別回収、木の葉の収集、除草、など

市の支援内容
　かも美化サポーターが行う環境美化活動に対して、下記の支援を行います。
　・環境美化活動に必要な清掃用具等の支給
　・ボランティア保険の加入手続き、掛金の負担
　・美化活動者名・活動内容を示した看板を設置（希望者のみ）
　・大量ごみの回収
　・その他活動に必要なサポート

事業についての、より詳しい内容は市ホームページをご覧ください。

市ホームページ「かも美化サポーター事業」はこちら
https://www.city.kamo.niigata.jp/docs/47480.html

この事業でキレイになった場所（一部）（写真提供・風もみどり）

「小鳥さえずる小川
と私」の関連団体「風
もみどり」のホーム
ページ
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問  環境課（☎内線252　交通事故）

令
和
５
年
火
災
・
救
急
・
交
通
事
故
の
記
録

「自転車安全利用五則」
①車道が原則、左側を通行
　歩道は例外、歩行者を優先
②交差点では信号と一時停止を
　守って、安全確認
③夜間はライトを点灯
④飲酒運転は禁止
⑤ヘルメットを着用

加茂市の交通事故状況

人身事故（件） 物損事故（件） 傷者数（人）

元年　　 2年　　   3年　  4年　  　 5年
31 24 25

15

15

29

事
故
件
数

傷
者
数

400

600

800

200

0 0

435

394
429 424

409

36

24 2629

50

100

150

=死者数（1人）

　令和 5 年に加茂市内で発生した交通事故は 449
件ありました。物損事故（けがを伴わない事故）
424 件、人身事故（けがを伴う事故）25 件、傷者
数26人でした。令和4年と比べると物損事故件数、
人身事故件数、傷者数はいずれも増加しました。ま
た、死亡交通事故の発生はありませんでした。

　飲酒運転は人の命に直結する危険で悪質な犯罪で
す。「飲酒運転をしない、させない、許さない」を
合言葉にドライバーのみでなく、家庭・地域・職場
等も協力して飲酒運転を根絶しましょう。

　昨年の県内における交通事故死者数に占める歩行
者の割合は 40.0％、自転車乗用中の割合は 9.0％で
した。
　横断歩道は歩行者が最優先です。ドライバーは、
横断歩道の手前では減速するなど、横断しようとして
いる歩行者に備え、横断者がいるときは必ず一時停
止しましょう。
　自転車を利用する皆さんは「自転車安全利用五則」
を守りましょう。
　自転車利用者は、加害者となり得る側面もあること
から、車両としての交通ルールを遵守するとともに、
「新潟県自転車の安全で適正な利用の促進に関する
条例」で義務化された自転車損害賠償責任保険等へ
加入しましょう。
　また、事故発生時の被害軽減
のため、すべての年齢層で乗車
用ヘルメットを着用するようにし
ましょう。

歩行者と自転車の安全確保

飲酒運転の根絶

　昨年の県内における交通事故死者数に占める
高齢者の割合は 69.0％で、20 年連続で全死者
の半数を超えています。また、高齢運転者の加
害事故による割合も 45.3％を占めており、高
齢者が被害者となる事故の防止とともに高齢運
転者が加害者となる事故の防止も大きな課題と
なっています。

高齢者の交通事故防止

　万が一の交通事故のとき、事故の衝撃などから命
を守ってくれるのは、シートベルトやチャイルド
シートです。すべての座席でシートベルトを着用し
ましょう。また、６歳未満の子どもには、必ずチャ
イルドシートを使用しましょう。

シートベルトとチャイルドシートの着用の徹底

交通事故交通事故 　
毎
年
一
回
お
知
ら
せ
し
て
い
る
職
員
の
給
与
は
、
効
率
的
な
市
政
が
行

わ
れ
て
い
る
か
の
判
断
基
準
の
一
つ
と
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
市
の
行
政
運
営
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

4 年 度 5年１月１日
25,052人

３年度の人件費率

13,753,118 630,382 2,116,610 15.4％ 15.6％

《参考》

４ 187人 695,346千円 267,012千円 1,065,452千円103,094千円 5,698千円

４

324,121円
327,214円
322,487円

185,200円
154,600円
151,900円

191,700円
158,900円
156,800円

185,200円
154,600円
151,900円

321,600円
324,959円
286,942円

45.9歳
44.3歳
42.4歳

51.2歳
55.0歳
51.2歳

（令和5年4月1日現在）

（令和5年4月1日現在）

（令和5年4月1日現在）

（令和5年4月1日現在）

（令和5年4月1日現在）
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（令和5年4月1日現在）

（各年4月1日現在）

（令和5年4月1日現在）

18,393千円

1.20月分
1.25月分
2.45月分

1.00月分
1.05月分
2.05月分

57.5％

10,768円

14

３年度

４年度

44,022千円

212千円

54,628千円

260千円

令和３年
4
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令和５年
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（４年度）

市ホームページでは「加茂市の給与・定員管理の状況」を公開しています。
https://www.city.kamo.niigata.jp/docs/33583.html

配偶者・父母等は 6,500 円、子は 10,000 円。満 16 歳年度初めから満 22 歳年度末までの間に
ある子について、1人につき 5,000 円を加算。

借家は月額 16,000 円を超える家賃を支払っている職員に対し、負担している家賃の額に応じ
て最高 28,000 円（家賃の額が 61,000 円以上の場合）まで支給する。

交通機関（バス・電車）利用者は、負担している運賃の額に応じて最高55,000円まで支給する
（定期券の場合は通用期間ごとに支給）。
交通用具（自動車等）利用者は片道の通勤距離に応じて2,000円から最高31,600円まで支給する。

か
も
美
化
サ
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タ
ー
事
業

市と市民との協働のまちづくり
～～市民の手でキレイで心地良いまちに！～～

問  環境課生活環境係（☎内線252）

「かも美化サポーター事業」という、
環境美化を目的としたボランティア
活動を支援する市の事業を知ってい
ますか？

　現在、登録団体として「小鳥さえ
ずる小川と私」「小鳥さえずる桜並木
と私」「こもれびの公園」「加茂市を
キレイにする会」など、１４団体が
登録しており、身近な環境美化にボ
ランティアで取り組んでいます。

　「毎日の作業の積み重ねが景観保全
に繋がる、やりがいのある日常の楽
しみになっています。」（団体参加の
方の声）

　サポーター事業の概要は以下のと
おりです。個人やグループの仲間同
士、町内会や企業などの仲間で集まっ
て、加茂のまちを住みよくキレイに
していきましょう♪

かも美化サポーター事業（アダプト・プログラム）かも美化サポーター事業（アダプト・プログラム）
対象者
　・加茂市在住者、加茂市内に事業所を有する法人、その他団体
　　※個人、団体どちらでも登録できます

対象場所
　・市内の道路、河川、公園、市や他の地方公共団体又は国が管理する施設
　　（管理者の承諾を得てください）

対象となる活動
　・空き缶などの散乱ごみの分別回収、木の葉の収集、除草、など

市の支援内容
　かも美化サポーターが行う環境美化活動に対して、下記の支援を行います。
　・環境美化活動に必要な清掃用具等の支給
　・ボランティア保険の加入手続き、掛金の負担
　・美化活動者名・活動内容を示した看板を設置（希望者のみ）
　・大量ごみの回収
　・その他活動に必要なサポート

事業についての、より詳しい内容は市ホームページをご覧ください。

市ホームページ「かも美化サポーター事業」はこちら
https://www.city.kamo.niigata.jp/docs/47480.html

この事業でキレイになった場所（一部）（写真提供・風もみどり）

「小鳥さえずる小川
と私」の関連団体「風
もみどり」のホーム
ページ
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問  環境課（☎内線252　交通事故）
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通
事
故
の
記
録

「自転車安全利用五則」
①車道が原則、左側を通行
　歩道は例外、歩行者を優先
②交差点では信号と一時停止を
　守って、安全確認
③夜間はライトを点灯
④飲酒運転は禁止
⑤ヘルメットを着用

加茂市の交通事故状況

人身事故（件） 物損事故（件） 傷者数（人）

元年　　 2年　　   3年　  4年　  　 5年
31 24 25

15

15

29

事
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数
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者
数

400
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=死者数（1人）

　令和 5 年に加茂市内で発生した交通事故は 449
件ありました。物損事故（けがを伴わない事故）
424 件、人身事故（けがを伴う事故）25 件、傷者
数26人でした。令和4年と比べると物損事故件数、
人身事故件数、傷者数はいずれも増加しました。ま
た、死亡交通事故の発生はありませんでした。

　飲酒運転は人の命に直結する危険で悪質な犯罪で
す。「飲酒運転をしない、させない、許さない」を
合言葉にドライバーのみでなく、家庭・地域・職場
等も協力して飲酒運転を根絶しましょう。

　昨年の県内における交通事故死者数に占める歩行
者の割合は 40.0％、自転車乗用中の割合は 9.0％で
した。
　横断歩道は歩行者が最優先です。ドライバーは、
横断歩道の手前では減速するなど、横断しようとして
いる歩行者に備え、横断者がいるときは必ず一時停
止しましょう。
　自転車を利用する皆さんは「自転車安全利用五則」
を守りましょう。
　自転車利用者は、加害者となり得る側面もあること
から、車両としての交通ルールを遵守するとともに、
「新潟県自転車の安全で適正な利用の促進に関する
条例」で義務化された自転車損害賠償責任保険等へ
加入しましょう。
　また、事故発生時の被害軽減
のため、すべての年齢層で乗車
用ヘルメットを着用するようにし
ましょう。

歩行者と自転車の安全確保

飲酒運転の根絶

　昨年の県内における交通事故死者数に占める
高齢者の割合は 69.0％で、20 年連続で全死者
の半数を超えています。また、高齢運転者の加
害事故による割合も 45.3％を占めており、高
齢者が被害者となる事故の防止とともに高齢運
転者が加害者となる事故の防止も大きな課題と
なっています。

高齢者の交通事故防止

　万が一の交通事故のとき、事故の衝撃などから命
を守ってくれるのは、シートベルトやチャイルド
シートです。すべての座席でシートベルトを着用し
ましょう。また、６歳未満の子どもには、必ずチャ
イルドシートを使用しましょう。

シートベルトとチャイルドシートの着用の徹底
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4 年 度 5年１月１日
25,052人

３年度の人件費率

13,753,118 630,382 2,116,610 15.4％ 15.6％

《参考》

４ 187人 695,346千円 267,012千円 1,065,452千円103,094千円 5,698千円

４

324,121円
327,214円
322,487円

185,200円
154,600円
151,900円

191,700円
158,900円
156,800円

185,200円
154,600円
151,900円

321,600円
324,959円
286,942円

45.9歳
44.3歳
42.4歳

51.2歳
55.0歳
51.2歳

（令和5年4月1日現在）

（令和5年4月1日現在）

（令和5年4月1日現在）

（令和5年4月1日現在）

（令和5年4月1日現在）
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「かも防災・行政ナビ」専用タブレットの
体験会を開催します
「かも防災・行政ナビ」専用タブレットの
体験会を開催します

　電源に差して置いておくだけで、緊急地震速報（避難
情報）や市からのお知らせを音声で聞くことができます。『広報
かも（広報紙）』も読むことができます。難しい操作は必要あり
ません。もしものときに備えて、ご自宅に置いてみませんか。

日　時　：　令和6年3月5日（火）　１０：３０から１１：３０
場　所　：　公民館 第 1研修室　（加茂229-1）
○希望される方は総務課防災係（下記申込先）へお申し込みください。
○体験したあとに、その場で申し込んで、お持ち帰りいただけます。
○体験会は今後も月１回程度開催していきます。

申し込み　☎0256-52-0080（内線 321）総務課防災係

農業の未来を考える座談会
地域計画策定に係る協議の場

農業の未来を考える座談会
地域計画策定に係る協議の場

　農業従事者の高齢化や担い手不足が心配される中、10 年後に誰がどのように農
地を使って農業を進めていくのか、各地区で農業関係者が集まり、みんなで考える
座談会です。
　該当地区で耕作している農業者、耕作したい農業者が対象です。複数の地区で耕
作している場合は、複数の座談会にご出席ください。
時　間　午後7時～8時 40分　　　問い合わせ　農林課農政係（☎内線412)

地 区 期 日 会 場 内 容

須 田

七 谷

3／27（水）

3／13（水）

産業センター
ホール

加 茂 3／14（木）産業センターホール

美人の湯
大広間

地域計画策定に係る協議 （第 3回）

・特別講演 「有害鳥獣による農作物被害
への防止対策」（株）うぃるこ
・地域計画策定に係る協議 （第 2回）
・特別講演 「有害鳥獣の生態と被害防止
対策」（株）うぃるこ
・地域計画策定に係る協議 （第 2回）

※3／27日（水）のみ 8時30分まで

ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
加茂地区の農業の未来を考える座談会（1/18）
　1月18日（木）午後7時から、産業センターで
加茂地区の農業の未来を考える座談会を開催しま
した。これは、加茂地区における農業の将来の在
り方を考えて方針を立てる地域計画策定の協議の
場になります。
　加茂地区は地域計画の前工程にあたる人・農地
プランを11月に作成したのに引き続いて協議を行
なっています。地域農業を維持するため、今後も
協議が続けられる予定です。

ドローンなどを使って災害時に応援業務協定(1/18)
　市内で地震、風水害などの災害が発生した
とき、すぐに被害箇所の状況を把握する必要
があります。一方、二次災害のおそれから、
現場に近づくことが難しい状況が十分に想定
されます。
　1月18日（木）に加茂市は、株式会社トッ
プライズ様と「災害時における応援業務に関
する協定」を締結しました。これにより、ド
ローンなどで航空映像や画像情報を収集して
被災対策本部とリアルタイムに情報を共有す
ることで、その後の応急対策を円滑に進める
ことが可能になります。

【有料広告】

農業の未来を考える座談会の様子は
市ホームページに掲載しています
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（令和5年4月1日現在）

（各年4月1日現在）

（令和5年4月1日現在）

18,393千円

1.20月分
1.25月分
2.45月分

1.00月分
1.05月分
2.05月分

57.5％

10,768円

14

３年度

４年度

44,022千円

212千円

54,628千円

260千円

令和３年
4
41
14
42
11
1
9
7
15
144
45
45
189
7
8
24
39
228

令和４年
3
42
12
42
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1
8
7
14
143
44
44
187
8
8
24
40
227

令和５年
3
43
12
43
14
1
8
7
15
146
44
44
190
7
10
23
40
230

（４年度）

市ホームページでは「加茂市の給与・定員管理の状況」を公開しています。
https://www.city.kamo.niigata.jp/docs/33583.html

配偶者・父母等は 6,500 円、子は 10,000 円。満 16 歳年度初めから満 22 歳年度末までの間に
ある子について、1人につき 5,000 円を加算。

借家は月額 16,000 円を超える家賃を支払っている職員に対し、負担している家賃の額に応じ
て最高 28,000 円（家賃の額が 61,000 円以上の場合）まで支給する。

交通機関（バス・電車）利用者は、負担している運賃の額に応じて最高55,000円まで支給する
（定期券の場合は通用期間ごとに支給）。
交通用具（自動車等）利用者は片道の通勤距離に応じて2,000円から最高31,600円まで支給する。

か
も
美
化
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業

市と市民との協働のまちづくり
～～市民の手でキレイで心地良いまちに！～～

問  環境課生活環境係（☎内線252）

「かも美化サポーター事業」という、
環境美化を目的としたボランティア
活動を支援する市の事業を知ってい
ますか？

　現在、登録団体として「小鳥さえ
ずる小川と私」「小鳥さえずる桜並木
と私」「こもれびの公園」「加茂市を
キレイにする会」など、１４団体が
登録しており、身近な環境美化にボ
ランティアで取り組んでいます。

　「毎日の作業の積み重ねが景観保全
に繋がる、やりがいのある日常の楽
しみになっています。」（団体参加の
方の声）

　サポーター事業の概要は以下のと
おりです。個人やグループの仲間同
士、町内会や企業などの仲間で集まっ
て、加茂のまちを住みよくキレイに
していきましょう♪

かも美化サポーター事業（アダプト・プログラム）かも美化サポーター事業（アダプト・プログラム）
対象者
　・加茂市在住者、加茂市内に事業所を有する法人、その他団体
　　※個人、団体どちらでも登録できます

対象場所
　・市内の道路、河川、公園、市や他の地方公共団体又は国が管理する施設
　　（管理者の承諾を得てください）

対象となる活動
　・空き缶などの散乱ごみの分別回収、木の葉の収集、除草、など

市の支援内容
　かも美化サポーターが行う環境美化活動に対して、下記の支援を行います。
　・環境美化活動に必要な清掃用具等の支給
　・ボランティア保険の加入手続き、掛金の負担
　・美化活動者名・活動内容を示した看板を設置（希望者のみ）
　・大量ごみの回収
　・その他活動に必要なサポート

事業についての、より詳しい内容は市ホームページをご覧ください。

市ホームページ「かも美化サポーター事業」はこちら
https://www.city.kamo.niigata.jp/docs/47480.html

この事業でキレイになった場所（一部）（写真提供・風もみどり）

「小鳥さえずる小川
と私」の関連団体「風
もみどり」のホーム
ページ
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「かも防災・行政ナビ」専用タブレットの
体験会を開催します
「かも防災・行政ナビ」専用タブレットの
体験会を開催します

　電源に差して置いておくだけで、緊急地震速報（避難
情報）や市からのお知らせを音声で聞くことができます。『広報
かも（広報紙）』も読むことができます。難しい操作は必要あり
ません。もしものときに備えて、ご自宅に置いてみませんか。

日　時　：　令和6年3月5日（火）　１０：３０から１１：３０
場　所　：　公民館 第 1研修室　（加茂229-1）
○希望される方は総務課防災係（下記申込先）へお申し込みください。
○体験したあとに、その場で申し込んで、お持ち帰りいただけます。
○体験会は今後も月１回程度開催していきます。

申し込み　☎0256-52-0080（内線 321）総務課防災係

の未来をを考える座談会考える座談会考える座談会農業の未来を考える座談会
地域計画策定に係る協議の場

農業の未来を考える座談会
地域計画策定に係る協議の場

　農業従事者の高齢化や担い手不足が心配される中、10 年後に誰がどのように農
地を使って農業を進めていくのか、各地区で農業関係者が集まり、みんなで考える
座談会です。
　該当地区で耕作している農業者、耕作したい農業者が対象です。複数の地区で耕
作している場合は、複数の座談会にご出席ください。
時　間　午後7時～8時 40分　　　問い合わせ　農林課農政係（☎内線412)

地 区 期 日 会 場 内 容

須 田

七 谷

3／27（水）

3／13（水）

産業センター
ホール

加 茂 3／14（木）産業センターホール

美人の湯
大広間

地域計画策定に係る協議 （第 3回）

・特別講演 「有害鳥獣による農作物被害
への防止対策」（株）うぃるこ
・地域計画策定に係る協議 （第 2回）
・特別講演 「有害鳥獣の生態と被害防止
対策」（株）うぃるこ
・地域計画策定に係る協議 （第 2回）

※3／27日（水）のみ 8時30分まで
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N E W S  T O P I C S
加茂地区の農業の未来を考える座談会（1/18）
　1月18日（木）午後7時から、産業センターで
加茂地区の農業の未来を考える座談会を開催しま
した。これは、加茂地区における農業の将来の在
り方を考えて方針を立てる地域計画策定の協議の
場になります。
　加茂地区は地域計画の前工程にあたる人・農地
プランを11月に作成したのに引き続いて協議を行
なっています。地域農業を維持するため、今後も
協議が続けられる予定です。

ドローンなどを使って災害時に応援業務協定(1/18)
　市内で地震、風水害などの災害が発生した
とき、すぐに被害箇所の状況を把握する必要
があります。一方、二次災害のおそれから、
現場に近づくことが難しい状況が十分に想定
されます。
　1月18日（木）に加茂市は、株式会社トッ
プライズ様と「災害時における応援業務に関
する協定」を締結しました。これにより、ド
ローンなどで航空映像や画像情報を収集して
被災対策本部とリアルタイムに情報を共有す
ることで、その後の応急対策を円滑に進める
ことが可能になります。

【有料広告】

農業の未来を考える座談会の様子は
市ホームページに掲載しています
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（各年4月1日現在）

（令和5年4月1日現在）

18,393千円

1.20月分
1.25月分
2.45月分

1.00月分
1.05月分
2.05月分

57.5％

10,768円

14

３年度

４年度

44,022千円

212千円

54,628千円

260千円
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（４年度）

市ホームページでは「加茂市の給与・定員管理の状況」を公開しています。
https://www.city.kamo.niigata.jp/docs/33583.html

配偶者・父母等は 6,500 円、子は 10,000 円。満 16 歳年度初めから満 22 歳年度末までの間に
ある子について、1人につき 5,000 円を加算。

借家は月額 16,000 円を超える家賃を支払っている職員に対し、負担している家賃の額に応じ
て最高 28,000 円（家賃の額が 61,000 円以上の場合）まで支給する。

交通機関（バス・電車）利用者は、負担している運賃の額に応じて最高55,000円まで支給する
（定期券の場合は通用期間ごとに支給）。
交通用具（自動車等）利用者は片道の通勤距離に応じて2,000円から最高31,600円まで支給する。

か
も
美
化
サ
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タ
ー
事
業

市と市民との協働のまちづくり
～～市民の手でキレイで心地良いまちに！～～

問  環境課生活環境係（☎内線252）

「かも美化サポーター事業」という、
環境美化を目的としたボランティア
活動を支援する市の事業を知ってい
ますか？

　現在、登録団体として「小鳥さえ
ずる小川と私」「小鳥さえずる桜並木
と私」「こもれびの公園」「加茂市を
キレイにする会」など、１４団体が
登録しており、身近な環境美化にボ
ランティアで取り組んでいます。

　「毎日の作業の積み重ねが景観保全
に繋がる、やりがいのある日常の楽
しみになっています。」（団体参加の
方の声）

　サポーター事業の概要は以下のと
おりです。個人やグループの仲間同
士、町内会や企業などの仲間で集まっ
て、加茂のまちを住みよくキレイに
していきましょう♪

かも美化サポーター事業（アダプト・プログラム）かも美化サポーター事業（アダプト・プログラム）
対象者
　・加茂市在住者、加茂市内に事業所を有する法人、その他団体
　　※個人、団体どちらでも登録できます

対象場所
　・市内の道路、河川、公園、市や他の地方公共団体又は国が管理する施設
　　（管理者の承諾を得てください）

対象となる活動
　・空き缶などの散乱ごみの分別回収、木の葉の収集、除草、など

市の支援内容
　かも美化サポーターが行う環境美化活動に対して、下記の支援を行います。
　・環境美化活動に必要な清掃用具等の支給
　・ボランティア保険の加入手続き、掛金の負担
　・美化活動者名・活動内容を示した看板を設置（希望者のみ）
　・大量ごみの回収
　・その他活動に必要なサポート

事業についての、より詳しい内容は市ホームページをご覧ください。

市ホームページ「かも美化サポーター事業」はこちら
https://www.city.kamo.niigata.jp/docs/47480.html

この事業でキレイになった場所（一部）（写真提供・風もみどり）

「小鳥さえずる小川
と私」の関連団体「風
もみどり」のホーム
ページ
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令
和
６
年
度
新
潟
県

　
　
　
　
　
　
交
通
災
害
共
済
の
会
員

　
　
　
　
　
　
を
募
集
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
交
通
災
害
共
済
は
、

　
　
　
　
　
　
１
人
年
額
500
円
の
会

費
で
、
交
通
事
故
に
よ
る
傷
害
を
受

け
た
場
合
に
、
実
治
療
日
数
に
応
じ

て
見
舞
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。

　
区
長
、
組
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
付
さ

れ
た
申
込
書
に
、
会
費
を
添
え
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、市
内
各
金
融
機
関（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
を
除
く
）、
市
役
所
市
民
課
で
も

申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

　
万
一
の
交
通
災
害
に
備
え
、
ご
家
族

そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

締
め
切
り
　
令
和
６
年
３
月
31
日

共
済
期
間
　
令
和
６
年
４
月
１
日
〜
令

和
７
年
３
月
31
日

※
途
中
加
入
も
で
き
ま
す
が
、
共
済
期

間
は
加
入
日
の
翌
日
か
ら
で
す
。

見
舞
金
　
傷
害
の
程
度
や
実
治
療
日
数

に
よ
り
３
万
円
か
ら
150
万
円
の
見
舞
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
共
済
見
舞
金
な
ど

詳
し
く
は
、
新
潟
県
交
通
災
害
共
済
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課

国
民
年
金
係
（
☎
内
線

113
）

交
通
災
害
共
済
会
員
募
集

交
通
災
害
共
済
会
員
募
集
ほ
か

ホームページ

鳥
類
・
中
型
獣
被
害
対
策

　
　
　
　
　
　
市
民
勉
強
会

　
加
茂
市
鳥
獣
被
害
防

止
対
策
協
議
会
で
は
、

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作

物
被
害
を
防
止
す
る
た

め
、
鳥
類
（
カ
ラ
ス
・

ム
ク
ド
リ
な
ど
）
及
び
中
型
獣
（
タ
ヌ

キ
・
ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
）
の
市
民
勉
強

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
鳥
獣
の
専
門
家
を
招
き
、
鳥
類
・
中

型
獣
の
生
態
や
行
動
、
被
害
防
止
対
策

を
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

　
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
農
林
課
窓

口
ま
た
は
お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
大
勢
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日　
時
　
３
月
１
日
（
金
）

会　
場
　
市
役
所
３
階
会
議
室

講　
師
　
株
式
会
社
う
ぃ
る
こ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
２
月
28
日

（
水
）ま
で
に
農
林
課（
☎
内
線
414
）へ
。

か
も
ん
タ
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予
約
期
間
変
更

　
か
も
ん
タ
ク
シ
ー（
乗
合
タ
ク
シ
ー
）

は
現
在
、
運
行
の
１
か
月
前
か
ら
予
約

が
で
き
ま
す
が
、
令
和
６
年
度
か
ら
は

運
行
の
２
週
間
前
か
ら
の
予
約
に
変
更

と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
４
月
１
日

（
月
）
の
予
約
受
付
開
始
は
３
月
18
日

（
月
）
と
な
り
、
そ
れ
以
降
の
便
の
予

約
は
２
週
間
前
か
ら
順
次
開
始
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
予
約
の
際
は
ご
留
意
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
公
害
交
通
係

（
☎
内
線
252
）

消火器の悪質訪問販売にご注意を！
　「消防署から来た」などと偽り、出入り業者ま
たは契約業者を装って不当な価格で消火器の訪
問販売や点検（薬剤詰替え）を行う業者がいます。
一般家庭に消火器設置義務はありませんし、消
防署で消火器の点検を業者に依頼することもあ
りませんので、悪質訪問販売の被害に遭わない
よう、十分な注意を心がけましょう。
以下の点に注意！
■身分証明書の提示を求めましょう！
■あやしいと思ったら勇気をもってキッパリ断
りましょう！
■契約書は良く読み、むやみにサインするのは
やめましょう！
問い合わせ 加茂地域消防本部・予防課（☎
52-1770）

ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
新春市民囲碁大会（1/７）、新春市民将棋大会（1/21）開催

　中央コミュニティセンターで毎年恒例の新春市民
囲碁大会、新春市民将棋大会が行われました。
それぞれの結果は以下のとおりです。

新春市民囲碁大会
【Ａクラス（四段以上）】①吉田弘介②杉田三二
③梅田朋介【Ｂクラス（二～三段）】①尾崎敏②笠
原光雄③北澤忠男【Ｃクラス（級位～初段）】①本
田泰（新潟日報杯）②田浦甫③渡辺長生

新春市民将棋大会
【Ａクラス（初段以上）】①笠原由光（新潟日報
杯）②小林敏弘③山際満【Ｂクラス（一級～十
級）】①志田升男②宮崎正充③澤山幹夫【Ｃクラス
（その他）】①坂上通男②土田康裕③星春樹【子ど
もの部】①織原大和②巌匠人③高井こころ

文化財防火デー放水訓練（1/21）
　1月21日（日）に、今年は加茂市文化会館で加茂地域消防
署と加茂市消防団が放水訓練を行いました。
　午前8時45分の訓練開始の合図とともに取水が始まると、

中継のポンプによりすぐに放水
が行われました。
　消防団と消防署員の皆さんの
スムーズな連携により、無事に
訓練を終えることができまし
た。

【有料広告】 【有料広告】

加茂市公民館では囲碁教室、将棋教室を開催しています。
ご興味のある方は加茂市公民館（☎0256-52-1953、
メール kominkan@city.kamo.niigata.jp）へお問い合わ
せください。

加茂市消防団では消防団員を募集しています。
お問い合わせは、加茂地域消防本部警防課
☎0256-52-1770 へ。

今回は投光器の実演もありました
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「かも防災・行政ナビ」専用タブレットの
体験会を開催します
「かも防災・行政ナビ」専用タブレットの
体験会を開催します

　電源に差して置いておくだけで、緊急地震速報（避難
情報）や市からのお知らせを音声で聞くことができます。『広報
かも（広報紙）』も読むことができます。難しい操作は必要あり
ません。もしものときに備えて、ご自宅に置いてみませんか。

日　時　：　令和6年3月5日（火）　１０：３０から１１：３０
場　所　：　公民館 第 1研修室　（加茂229-1）
○希望される方は総務課防災係（下記申込先）へお申し込みください。
○体験したあとに、その場で申し込んで、お持ち帰りいただけます。
○体験会は今後も月１回程度開催していきます。

申し込み　☎0256-52-0080（内線 321）総務課防災係

農業の未来を考える座談会
地域計画策定に係る協議の場

農業の未来を考える座談会
地域計画策定に係る協議の場

　農業従事者の高齢化や担い手不足が心配される中、10 年後に誰がどのように農
地を使って農業を進めていくのか、各地区で農業関係者が集まり、みんなで考える
座談会です。
　該当地区で耕作している農業者、耕作したい農業者が対象です。複数の地区で耕
作している場合は、複数の座談会にご出席ください。
時　間　午後7時～8時 40分　　　問い合わせ　農林課農政係（☎内線412)

地 区 期 日 会 場 内 容

須 田

七 谷

3／27（水）

3／13（水）

産業センター
ホール

加 茂 3／14（木）産業センターホール

美人の湯
大広間

地域計画策定に係る協議 （第 3回）

・特別講演 「有害鳥獣による農作物被害
への防止対策」（株）うぃるこ
・地域計画策定に係る協議 （第 2回）
・特別講演 「有害鳥獣の生態と被害防止
対策」（株）うぃるこ
・地域計画策定に係る協議 （第 2回）

※3／27日（水）のみ 8時30分まで

ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
加茂地区の農業の未来を考える座談会（1/18）
　1月18日（木）午後7時から、産業センターで
加茂地区の農業の未来を考える座談会を開催しま
した。これは、加茂地区における農業の将来の在
り方を考えて方針を立てる地域計画策定の協議の
場になります。
　加茂地区は地域計画の前工程にあたる人・農地
プランを11月に作成したのに引き続いて協議を行
なっています。地域農業を維持するため、今後も
協議が続けられる予定です。

ドローンなどを使って災害時に応援業務協定(1/18)
　市内で地震、風水害などの災害が発生した
とき、すぐに被害箇所の状況を把握する必要
があります。一方、二次災害のおそれから、
現場に近づくことが難しい状況が十分に想定
されます。
　1月18日（木）に加茂市は、株式会社トッ
プライズ様と「災害時における応援業務に関
する協定」を締結しました。これにより、ド
ローンなどで航空映像や画像情報を収集して
被災対策本部とリアルタイムに情報を共有す
ることで、その後の応急対策を円滑に進める
ことが可能になります。

【有料広告】

農業の未来を考える座談会の様子は
市ホームページに掲載しています
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１
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額
500
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で
、
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通
事
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に
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る
傷
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に
、
実
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療
日
数
に
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て
見
舞
金
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け
取
る
こ
と
が
で
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す
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区
長
、
組
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
付
さ

れ
た
申
込
書
に
、
会
費
を
添
え
て
お
申
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だ
さ
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。

　
な
お
、市
内
各
金
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機
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ち
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除
く
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市
役
所
市
民
課
で
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申
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ま
す
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一
の
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通
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害
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備
え
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そ
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う
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め
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和
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３
月
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済
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年
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３
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中
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・
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催
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消火器の悪質訪問販売にご注意を！
　「消防署から来た」などと偽り、出入り業者ま
たは契約業者を装って不当な価格で消火器の訪
問販売や点検（薬剤詰替え）を行う業者がいます。
一般家庭に消火器設置義務はありませんし、消
防署で消火器の点検を業者に依頼することもあ
りませんので、悪質訪問販売の被害に遭わない
よう、十分な注意を心がけましょう。
以下の点に注意！
■身分証明書の提示を求めましょう！
■あやしいと思ったら勇気をもってキッパリ断
りましょう！
■契約書は良く読み、むやみにサインするのは
やめましょう！
問い合わせ 加茂地域消防本部・予防課（☎
52-1770）

ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
新春市民囲碁大会（1/７）、新春市民将棋大会（1/21）開催

　中央コミュニティセンターで毎年恒例の新春市民
囲碁大会、新春市民将棋大会が行われました。
それぞれの結果は以下のとおりです。

新春市民囲碁大会
【Ａクラス（四段以上）】①吉田弘介②杉田三二
③梅田朋介【Ｂクラス（二～三段）】①尾崎敏②笠
原光雄③北澤忠男【Ｃクラス（級位～初段）】①本
田泰（新潟日報杯）②田浦甫③渡辺長生

新春市民将棋大会
【Ａクラス（初段以上）】①笠原由光（新潟日報
杯）②小林敏弘③山際満【Ｂクラス（一級～十
級）】①志田升男②宮崎正充③澤山幹夫【Ｃクラス
（その他）】①坂上通男②土田康裕③星春樹【子ど
もの部】①織原大和②巌匠人③高井こころ

文化財防火デー放水訓練（1/21）
　1月21日（日）に、今年は加茂市文化会館で加茂地域消防
署と加茂市消防団が放水訓練を行いました。
　午前8時45分の訓練開始の合図とともに取水が始まると、

中継のポンプによりすぐに放水
が行われました。
　消防団と消防署員の皆さんの
スムーズな連携により、無事に
訓練を終えることができまし
た。

【有料広告】 【有料広告】

加茂市公民館では囲碁教室、将棋教室を開催しています。
ご興味のある方は加茂市公民館（☎0256-52-1953、
メール kominkan@city.kamo.niigata.jp）へお問い合わ
せください。

加茂市消防団では消防団員を募集しています。
お問い合わせは、加茂地域消防本部警防課
☎0256-52-1770 へ。

今回は投光器の実演もありました
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体験会を開催します
「かも防災・行政ナビ」専用タブレットの
体験会を開催します

　電源に差して置いておくだけで、緊急地震速報（避難
情報）や市からのお知らせを音声で聞くことができます。『広報
かも（広報紙）』も読むことができます。難しい操作は必要あり
ません。もしものときに備えて、ご自宅に置いてみませんか。

日　時　：　令和6年3月5日（火）　１０：３０から１１：３０
場　所　：　公民館 第 1研修室　（加茂229-1）
○希望される方は総務課防災係（下記申込先）へお申し込みください。
○体験したあとに、その場で申し込んで、お持ち帰りいただけます。
○体験会は今後も月１回程度開催していきます。

申し込み　☎0256-52-0080（内線 321）総務課防災係

農業の未来を考える座談会
地域計画策定に係る協議の場

農業の未来を考える座談会
地域計画策定に係る協議の場

　農業従事者の高齢化や担い手不足が心配される中、10 年後に誰がどのように農
地を使って農業を進めていくのか、各地区で農業関係者が集まり、みんなで考える
座談会です。
　該当地区で耕作している農業者、耕作したい農業者が対象です。複数の地区で耕
作している場合は、複数の座談会にご出席ください。
時　間　午後7時～8時 40分　　　問い合わせ　農林課農政係（☎内線412)

地 区 期 日 会 場 内 容

須 田

七 谷

3／27（水）

3／13（水）

産業センター
ホール

加 茂 3／14（木）産業センターホール

美人の湯
大広間

地域計画策定に係る協議 （第 3回）

・特別講演 「有害鳥獣による農作物被害
への防止対策」（株）うぃるこ
・地域計画策定に係る協議 （第 2回）
・特別講演 「有害鳥獣の生態と被害防止
対策」（株）うぃるこ
・地域計画策定に係る協議 （第 2回）

※3／27日（水）のみ 8時30分まで
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N E W S  T O P I C S
加茂地区の農業の未来を考える座談会（1/18）
　1月18日（木）午後7時から、産業センターで
加茂地区の農業の未来を考える座談会を開催しま
した。これは、加茂地区における農業の将来の在
り方を考えて方針を立てる地域計画策定の協議の
場になります。
　加茂地区は地域計画の前工程にあたる人・農地
プランを11月に作成したのに引き続いて協議を行
なっています。地域農業を維持するため、今後も
協議が続けられる予定です。

ドローンなどを使って災害時に応援業務協定(1/18)
　市内で地震、風水害などの災害が発生した
とき、すぐに被害箇所の状況を把握する必要
があります。一方、二次災害のおそれから、
現場に近づくことが難しい状況が十分に想定
されます。
　1月18日（木）に加茂市は、株式会社トッ
プライズ様と「災害時における応援業務に関
する協定」を締結しました。これにより、ド
ローンなどで航空映像や画像情報を収集して
被災対策本部とリアルタイムに情報を共有す
ることで、その後の応急対策を円滑に進める
ことが可能になります。

【有料広告】

農業の未来を考える座談会の様子は
市ホームページに掲載しています
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終
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー
　
糖
尿
病
講
座
の
お
知
ら
せ

加
茂
市
×
第
一
生
命

　
　
　
終
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー

健
幸
さ
ん
の
家
終
活
教
室

　
「
お
葬
式
の
ギ
モ
ン
に

　
　
　
　
お
答
え
し
ま
す
」

「
相
続
っ
て
そ
も
そ
も
な
に
？
誰
に

相
談
す
れ
ば
い
い
の
？
」「
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
っ
て
？
ど
う
や
っ
て
書
く

の
？
」そ
ん
な
疑
問
を
解
決
す
る
た
め
、

終
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
費
は
無
料
、
事
前
に
予
約
が
必
要

で
す
。
ご
参
加
の
方
全
員
に
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

日　
時
　
２
月
28
日
（
水
）
午
後
２
時

〜
３
時
30
分

会　
場
　
須
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

内
容
／
講
師　
▼
第
１
部
「
や
さ
し
い

相
続
セ
ミ
ナ
ー
」／
徳
本
好
彦
さ
ん（
司

法
書
士
・
行
政
書
士
、
に
い
が
た
司
法

書
士
法
人
・
行
政
書
士
法
人
代
表
、
株

式
会
社
山
田
エ
ス
ク
ロ
ー
信
託
新
潟
支

店
長
）

▼
第
２
部
「
家
族
に
想
い
を
伝
え
る
！

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
書
き
方
セ
ミ

ナ
ー
」
／
永
渡
豊
さ
ん
（
第
一
生
命
保

険
株
式
会
社
新
潟
支
社
）

定　
員

30
名

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
お
名
前
と

電
話
番
号
を
添
え
て
総
務
課
総
括
係

（
☎
内
線
329
）
へ
。

そ
の
他
　
か
も
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
参

加
者
は
活
動
量
計
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
20
ポ
イ
ン
ト
付
与
し
ま
す
。

　
通
い
の
場
「
健
幸
さ
ん
の
家
」
で
は

週
２
回
、
認
知
症
・
介
護
予
防
体
操
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
月
１
回
の
特
別
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
『
終
活
教
室
「
お
葬
式
の
ギ
モ
ン

に
お
答
え
し
ま
す
」』
も
開
催
し
ま
す
。

事
前
申
し
込
み
不
要
で
参
加
費
無
料
で

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　
時
　
２
月
29
日
（
木
）
椅
子
ヨ
ガ

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
20
分
、
終
活
教

室
11
時
30
分
〜
午
後
時
０
時
20
分
　

会　
場
　
メ
モ
リ
ー
ナ
西
加
茂
（
幸
町

1

－

10

－

1
）

講　
師
　
花
屋
仁
助
　
丸
山
優
瑠

持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
、
水
分
、

タ
オ
ル

問
い
合
わ
せ
　
え
ん
た
け
行
政
書
士
事

務
所
（
☎
55

－

６
１
３
９
）

かも健康ポイント事業
『参加者の声』その 4
　今回は 3年前から参加されている狭口の久保
さんのインタビューをお届けします。

Ｑ. 参加されたご感想を教えてください。
Ａ. 自分一人ではなかなか歩けていない状況で
す。友達を誘ったら、20 人くらいの人が事業
に参加してくれました。毎日楽しく歩いていま
す！
Ｑ. 研修会には参加されましたか？
Ａ. 最近は、ウォーキング講座とフットケア講
座に参加して、とても参考になりました。
Ｑ. これからの目標はありますか？
Ａ.100 歳まで歩いていたいです！
Ｑ. 一言ＰＲお願いします。
Ａ. 加茂市食生活改善推進員として活動してい
ます。食だけでなく運動の大切さも感じていま
す。

問い合わせ　健康福祉課健康づくり係（☎内線
164）

糖尿病講座に参加しませんか？
　糖尿病の重症化を予防するための日常生活につい
てわかりやすくお話しします。
　糖尿病の方、そのご家族で食事や運動について学
習したい方が対象です。

時　間　午前9時40分～正午頃
会　場　ゆきつばき荘
参加費　無料
定　員　30名
申し込み・問い合わせ　２月21日（水）までに健康
福祉課健康づくり係（☎内線165）へ。

開催日 内　容 講　師

2/28 ㈬

3/12 ㈫

医師の講話
食事のバランスについて①

食事のバランスについて②

軽い運動のお話と実技

二宮悟医師
栄養士

栄養士

健康運動指導士

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
・
休
日
当
番
医

５月から広報かもの発行回数を
月１回に変更します

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

４
期
分
は
29
日
ま
で

４
月
採
用

温
水
プ
ー
ル
監
視
員
募
集

　
下
水
道
事
業
受
益
者
負

担
金
第
４
期
分
の
納
期
限

は
２
月
29
日
（
木
）
で

す
。
忘
れ
ず
に
納
入
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
土
地
の
売
買
な
ど
で
受
益
者

の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
「
受
益
者
変

更
申
告
書
」
を
、
ま
た
受
益
者
が
住
所

な
ど
を
変
更
し
た
と
き
は
「
受
益
者
住

所
変
更
申
告
書
」
を
上
下
水
道
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
納
入
に
便
利
な
口
座
振
替

　
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の
納
入

に
は
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
「
口

座
振
替
」
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
口
座
振
替
依
頼
書
は
、
上
下
水
道
課

ま
た
は
市
内
の
各
金
融
機
関
、
Ｊ
Ａ
各

支
店
、
郵
便
局
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
上
下
水
道
課
庶
務
係

（
☎
内
線
231
）

採
用
人
員
　
若
干
名

受
験
資
格
　
昭
和
31
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
で
、
25
メ
ー
ト
ル
以
上
泳
げ
る

人
（
学
生
は
除
く
）
。

報　
酬
　
時
給
千
７
円
（
午
後
５
時
30

分
以
降
は
千
180
円
）

勤
務
時
間
等
　
１
日
約
４
時
間
（
１
か

月
約
18
日
間
の
勤
務
予
定
）

選　
考
　
書
類
選
考
後
、
面
接
・
実
技

試
験

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
市
販
の
履

歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、３
月
４

日（
月
）ま
で
に
温
水
プ
ー
ル（
☎
53

－

５
１
０
１
）へ
。

　広報かもは、原則、これまで1日号（お知
らせ版）と15日号の毎月2回発行していまし
たが、令和6年5月からは、毎月1回、15日
（休日の場合は翌開庁日）の発行に変更しま
す。またそれに伴い、配布物の配布も月1回
に変更します。
　今後はより一層、「かも防災・行政ナビ」
アプリやLINEをはじめとする市公式SNS、
ホームページなどを活用して、緊急性・即時
性が高い情報を発信するなど、各媒体の特長
を生かし、組み合わせて情報発信の充実につ
なげていきます。ぜひこの機会に「かも防
災・行政ナビ」アプリや市公式SNSなどをご
登録ください。
問い合わせ　総務課広報広聴係
（☎内線352）

加茂市勤労青少年ホーム
事業の廃止について

　加茂市勤労青少年ホームは、昭和49年か
ら勤労青少年の余暇活動や交流促進を目的に
施設を運営してまいりました。
　しかし勤労青少年の人口減少や余暇活動の
多様化、社会情勢の変化、若者の利用者の減
少などにより、令和5年度末（令和6年3月
31日）をもちまして事業を廃止します。
　長年にわたりご利用いただき、誠にありが
とうございました。
　今後クラブ活動及び教養講座は、公民館事
業として行い、トレーニングルームは、温水
プール内のトレーニング室に器具を一部移転
して引続き行います。

問い合わせ　勤労青少年ホーム（☎52－
6116）

月 日 休日当番医

休日当番医

☎
2/18（日）
23（金・祝）

徳友医院
須田医院
星野内科医院
小池内科消化器科クリニック

25（日）
3/3（日）

53－0167
41－5025
41－4141
53－3355

吉田内科医院10（日） 57－7511

かも防災・行政ナビ
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令
和
６
年
度
新
潟
県

　
　
　
　
　
　
交
通
災
害
共
済
の
会
員

　
　
　
　
　
　
を
募
集
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
交
通
災
害
共
済
は
、

　
　
　
　
　
　
１
人
年
額
500
円
の
会

費
で
、
交
通
事
故
に
よ
る
傷
害
を
受

け
た
場
合
に
、
実
治
療
日
数
に
応
じ

て
見
舞
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。

　
区
長
、
組
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
付
さ

れ
た
申
込
書
に
、
会
費
を
添
え
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、市
内
各
金
融
機
関（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
を
除
く
）、
市
役
所
市
民
課
で
も

申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

　
万
一
の
交
通
災
害
に
備
え
、
ご
家
族

そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

締
め
切
り
　
令
和
６
年
３
月
31
日

共
済
期
間
　
令
和
６
年
４
月
１
日
〜
令

和
７
年
３
月
31
日

※
途
中
加
入
も
で
き
ま
す
が
、
共
済
期

間
は
加
入
日
の
翌
日
か
ら
で
す
。

見
舞
金
　
傷
害
の
程
度
や
実
治
療
日
数

に
よ
り
３
万
円
か
ら
150
万
円
の
見
舞
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
共
済
見
舞
金
な
ど

詳
し
く
は
、
新
潟
県
交
通
災
害
共
済
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課

国
民
年
金
係
（
☎
内
線

113
）

交
通
災
害
共
済
会
員
募
集

交
通
災
害
共
済
会
員
募
集
ほ
か

　
　
　
　
　
　
　
令
和
６
年
度
新
潟
県

　
　
　
　
　
　
交
通
災
害
共
済
の
会
員

　
　
　
　
　
　
を
募
集
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

ホームページ

鳥
類
・
中
型
獣
被
害
対
策

　
　
　
　
　
　
市
民
勉
強
会

　
加
茂
市
鳥
獣
被
害
防

止
対
策
協
議
会
で
は
、

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作

物
被
害
を
防
止
す
る
た

め
、
鳥
類
（
カ
ラ
ス
・

ム
ク
ド
リ
な
ど
）
及
び
中
型
獣
（
タ
ヌ

キ
・
ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
）
の
市
民
勉
強

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
鳥
獣
の
専
門
家
を
招
き
、
鳥
類
・
中

型
獣
の
生
態
や
行
動
、
被
害
防
止
対
策

を
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

　
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
農
林
課
窓

口
ま
た
は
お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
大
勢
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日　
時
　
３
月
１
日
（
金
）

会　
場
　
市
役
所
３
階
会
議
室

講　
師
　
株
式
会
社
う
ぃ
る
こ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
２
月
28
日

（
水
）ま
で
に
農
林
課（
☎
内
線
414
）へ
。

か
も
ん
タ
ク
シ
ー

　
　
　  

  

予
約
期
間
変
更

　
か
も
ん
タ
ク
シ
ー（
乗
合
タ
ク
シ
ー
）

は
現
在
、
運
行
の
１
か
月
前
か
ら
予
約

が
で
き
ま
す
が
、
令
和
６
年
度
か
ら
は

運
行
の
２
週
間
前
か
ら
の
予
約
に
変
更

と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
４
月
１
日

（
月
）
の
予
約
受
付
開
始
は
３
月
18
日

（
月
）
と
な
り
、
そ
れ
以
降
の
便
の
予

約
は
２
週
間
前
か
ら
順
次
開
始
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
予
約
の
際
は
ご
留
意
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
公
害
交
通
係

（
☎
内
線
252
）

消火器の悪質訪問販売にご注意を！
　「消防署から来た」などと偽り、出入り業者ま
たは契約業者を装って不当な価格で消火器の訪
問販売や点検（薬剤詰替え）を行う業者がいます。
一般家庭に消火器設置義務はありませんし、消
防署で消火器の点検を業者に依頼することもあ
りませんので、悪質訪問販売の被害に遭わない
よう、十分な注意を心がけましょう。
以下の点に注意！
■身分証明書の提示を求めましょう！
■あやしいと思ったら勇気をもってキッパリ断
りましょう！
■契約書は良く読み、むやみにサインするのは
やめましょう！
問い合わせ 加茂地域消防本部・予防課（☎
52-1770）

ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
新春市民囲碁大会（1/７）、新春市民将棋大会（1/21）開催

　中央コミュニティセンターで毎年恒例の新春市民
囲碁大会、新春市民将棋大会が行われました。
それぞれの結果は以下のとおりです。

新春市民囲碁大会
【Ａクラス（四段以上）】①吉田弘介②杉田三二
③梅田朋介【Ｂクラス（二～三段）】①尾崎敏②笠
原光雄③北澤忠男【Ｃクラス（級位～初段）】①本
田泰（新潟日報杯）②田浦甫③渡辺長生

新春市民将棋大会
【Ａクラス（初段以上）】①笠原由光（新潟日報
杯）②小林敏弘③山際満【Ｂクラス（一級～十
級）】①志田升男②宮崎正充③澤山幹夫【Ｃクラス
（その他）】①坂上通男②土田康裕③星春樹【子ど
もの部】①織原大和②巌匠人③高井こころ

文化財防火デー放水訓練（1/21）
　1月21日（日）に、今年は加茂市文化会館で加茂地域消防
署と加茂市消防団が放水訓練を行いました。
　午前8時45分の訓練開始の合図とともに取水が始まると、

中継のポンプによりすぐに放水
が行われました。
　消防団と消防署員の皆さんの
スムーズな連携により、無事に
訓練を終えることができまし
た。

【有料広告】 【有料広告】

加茂市公民館では囲碁教室、将棋教室を開催しています。
ご興味のある方は加茂市公民館（☎0256-52-1953、
メール kominkan@city.kamo.niigata.jp）へお問い合わ
せください。

加茂市消防団では消防団員を募集しています。
お問い合わせは、加茂地域消防本部警防課
☎0256-52-1770 へ。

今回は投光器の実演もありました
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終
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー
　
糖
尿
病
講
座
の
お
知
ら
せ

加
茂
市
×
第
一
生
命

　
　
　
終
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー

健
幸
さ
ん
の
家
終
活
教
室

　
「
お
葬
式
の
ギ
モ
ン
に

　
　
　
　
お
答
え
し
ま
す
」

「
相
続
っ
て
そ
も
そ
も
な
に
？
誰
に

相
談
す
れ
ば
い
い
の
？
」「
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
っ
て
？
ど
う
や
っ
て
書
く

の
？
」そ
ん
な
疑
問
を
解
決
す
る
た
め
、

終
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
費
は
無
料
、
事
前
に
予
約
が
必
要

で
す
。
ご
参
加
の
方
全
員
に
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

日　
時
　
２
月
28
日
（
水
）
午
後
２
時

〜
３
時
30
分

会　
場
　
須
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

内
容
／
講
師　
▼
第
１
部
「
や
さ
し
い

相
続
セ
ミ
ナ
ー
」／
徳
本
好
彦
さ
ん（
司

法
書
士
・
行
政
書
士
、
に
い
が
た
司
法

書
士
法
人
・
行
政
書
士
法
人
代
表
、
株

式
会
社
山
田
エ
ス
ク
ロ
ー
信
託
新
潟
支

店
長
）

▼
第
２
部
「
家
族
に
想
い
を
伝
え
る
！

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
書
き
方
セ
ミ

ナ
ー
」
／
永
渡
豊
さ
ん
（
第
一
生
命
保

険
株
式
会
社
新
潟
支
社
）

定　
員

30
名

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
お
名
前
と

電
話
番
号
を
添
え
て
総
務
課
総
括
係

（
☎
内
線
329
）
へ
。

そ
の
他
　
か
も
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
参

加
者
は
活
動
量
計
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
20
ポ
イ
ン
ト
付
与
し
ま
す
。

　
通
い
の
場
「
健
幸
さ
ん
の
家
」
で
は

週
２
回
、
認
知
症
・
介
護
予
防
体
操
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
月
１
回
の
特
別
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
『
終
活
教
室
「
お
葬
式
の
ギ
モ
ン

に
お
答
え
し
ま
す
」』
も
開
催
し
ま
す
。

事
前
申
し
込
み
不
要
で
参
加
費
無
料
で

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　
時
　
２
月
29
日
（
木
）
椅
子
ヨ
ガ

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
20
分
、
終
活
教

室
11
時
30
分
〜
午
後
時
０
時
20
分
　

会　
場
　
メ
モ
リ
ー
ナ
西
加
茂
（
幸
町

1

－

10

－

1
）

講　
師
　
花
屋
仁
助
　
丸
山
優
瑠

持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
、
水
分
、

タ
オ
ル

問
い
合
わ
せ
　
え
ん
た
け
行
政
書
士
事

務
所
（
☎
55

－

６
１
３
９
）

かも健康ポイント事業
『参加者の声』その 4
　今回は 3年前から参加されている狭口の久保
さんのインタビューをお届けします。

Ｑ. 参加されたご感想を教えてください。
Ａ. 自分一人ではなかなか歩けていない状況で
す。友達を誘ったら、20 人くらいの人が事業
に参加してくれました。毎日楽しく歩いていま
す！
Ｑ. 研修会には参加されましたか？
Ａ. 最近は、ウォーキング講座とフットケア講
座に参加して、とても参考になりました。
Ｑ. これからの目標はありますか？
Ａ.100 歳まで歩いていたいです！
Ｑ. 一言ＰＲお願いします。
Ａ. 加茂市食生活改善推進員として活動してい
ます。食だけでなく運動の大切さも感じていま
す。

問い合わせ　健康福祉課健康づくり係（☎内線
164）

糖尿病講座に参加しませんか？
　糖尿病の重症化を予防するための日常生活につい
てわかりやすくお話しします。
　糖尿病の方、そのご家族で食事や運動について学
習したい方が対象です。

時　間　午前9時40分～正午頃
会　場　ゆきつばき荘
参加費　無料
定　員　30名
申し込み・問い合わせ　２月21日（水）までに健康
福祉課健康づくり係（☎内線165）へ。

開催日 内　容 講　師

2/28 ㈬

3/12 ㈫

医師の講話
食事のバランスについて①

食事のバランスについて②

軽い運動のお話と実技

二宮悟医師
栄養士

栄養士

健康運動指導士

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
・
休
日
当
番
医

５月から広報かもの発行回数を
月１回に変更します

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

４
期
分
は
29
日
ま
で

４
月
採
用

温
水
プ
ー
ル
監
視
員
募
集

　
下
水
道
事
業
受
益
者
負

担
金
第
４
期
分
の
納
期
限

は
２
月
29
日
（
木
）
で

す
。
忘
れ
ず
に
納
入
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
土
地
の
売
買
な
ど
で
受
益
者

の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
「
受
益
者
変

更
申
告
書
」
を
、
ま
た
受
益
者
が
住
所

な
ど
を
変
更
し
た
と
き
は
「
受
益
者
住

所
変
更
申
告
書
」
を
上
下
水
道
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
納
入
に
便
利
な
口
座
振
替

　
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の
納
入

に
は
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
「
口

座
振
替
」
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
口
座
振
替
依
頼
書
は
、
上
下
水
道
課

ま
た
は
市
内
の
各
金
融
機
関
、
Ｊ
Ａ
各

支
店
、
郵
便
局
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
上
下
水
道
課
庶
務
係

（
☎
内
線
231
）

採
用
人
員
　
若
干
名

受
験
資
格
　
昭
和
31
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
で
、
25
メ
ー
ト
ル
以
上
泳
げ
る

人
（
学
生
は
除
く
）
。

報　
酬
　
時
給
千
７
円
（
午
後
５
時
30

分
以
降
は
千
180
円
）

勤
務
時
間
等
　
１
日
約
４
時
間
（
１
か

月
約
18
日
間
の
勤
務
予
定
）

選　
考
　
書
類
選
考
後
、
面
接
・
実
技

試
験

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
市
販
の
履

歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、３
月
４

日（
月
）ま
で
に
温
水
プ
ー
ル（
☎
53

－

５
１
０
１
）へ
。

　広報かもは、原則、これまで1日号（お知
らせ版）と15日号の毎月2回発行していまし
たが、令和6年5月からは、毎月1回、15日
（休日の場合は翌開庁日）の発行に変更しま
す。またそれに伴い、配布物の配布も月1回
に変更します。
　今後はより一層、「かも防災・行政ナビ」
アプリやLINEをはじめとする市公式SNS、
ホームページなどを活用して、緊急性・即時
性が高い情報を発信するなど、各媒体の特長
を生かし、組み合わせて情報発信の充実につ
なげていきます。ぜひこの機会に「かも防
災・行政ナビ」アプリや市公式SNSなどをご
登録ください。
問い合わせ　総務課広報広聴係
（☎内線352）

加茂市勤労青少年ホーム
事業の廃止について

　加茂市勤労青少年ホームは、昭和49年か
ら勤労青少年の余暇活動や交流促進を目的に
施設を運営してまいりました。
　しかし勤労青少年の人口減少や余暇活動の
多様化、社会情勢の変化、若者の利用者の減
少などにより、令和5年度末（令和6年3月
31日）をもちまして事業を廃止します。
　長年にわたりご利用いただき、誠にありが
とうございました。
　今後クラブ活動及び教養講座は、公民館事
業として行い、トレーニングルームは、温水
プール内のトレーニング室に器具を一部移転
して引続き行います。

問い合わせ　勤労青少年ホーム（☎52－
6116）

月 日 休日当番医

休日当番医

☎
2/18（日）
23（金・祝）

徳友医院
須田医院
星野内科医院
小池内科消化器科クリニック

25（日）
3/3（日）

53－0167
41－5025
41－4141
53－3355

吉田内科医院10（日） 57－7511

かも防災・行政ナビ
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令
和
６
年
度
新
潟
県

　
　
　
　
　
　
交
通
災
害
共
済
の
会
員

　
　
　
　
　
　
を
募
集
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
交
通
災
害
共
済
は
、

　
　
　
　
　
　
１
人
年
額
500
円
の
会

費
で
、
交
通
事
故
に
よ
る
傷
害
を
受

け
た
場
合
に
、
実
治
療
日
数
に
応
じ

て
見
舞
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。

　
区
長
、
組
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
付
さ

れ
た
申
込
書
に
、
会
費
を
添
え
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、市
内
各
金
融
機
関（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
を
除
く
）、
市
役
所
市
民
課
で
も

申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

　
万
一
の
交
通
災
害
に
備
え
、
ご
家
族

そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

締
め
切
り
　
令
和
６
年
３
月
31
日

共
済
期
間
　
令
和
６
年
４
月
１
日
〜
令

和
７
年
３
月
31
日

※
途
中
加
入
も
で
き
ま
す
が
、
共
済
期

間
は
加
入
日
の
翌
日
か
ら
で
す
。

見
舞
金
　
傷
害
の
程
度
や
実
治
療
日
数

に
よ
り
３
万
円
か
ら
150
万
円
の
見
舞
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
共
済
見
舞
金
な
ど

詳
し
く
は
、
新
潟
県
交
通
災
害
共
済
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課

国
民
年
金
係
（
☎
内
線

113
）

交
通
災
害
共
済
会
員
募
集

交
通
災
害
共
済
会
員
募
集
ほ
か

ホームページ

鳥
類
・
中
型
獣
被
害
対
策

　
　
　
　
　
　
市
民
勉
強
会

　
加
茂
市
鳥
獣
被
害
防

止
対
策
協
議
会
で
は
、

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作

物
被
害
を
防
止
す
る
た

め
、
鳥
類
（
カ
ラ
ス
・

ム
ク
ド
リ
な
ど
）
及
び
中
型
獣
（
タ
ヌ

キ
・
ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
）
の
市
民
勉
強

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
鳥
獣
の
専
門
家
を
招
き
、
鳥
類
・
中

型
獣
の
生
態
や
行
動
、
被
害
防
止
対
策

を
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

　
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
農
林
課
窓

口
ま
た
は
お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
大
勢
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日　
時
　
３
月
１
日
（
金
）

会　
場
　
市
役
所
３
階
会
議
室

講　
師
　
株
式
会
社
う
ぃ
る
こ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
２
月
28
日

（
水
）ま
で
に
農
林
課（
☎
内
線
414
）へ
。

か
も
ん
タ
ク
シ
ー

　
　
　  

  

予
約
期
間
変
更

　
か
も
ん
タ
ク
シ
ー（
乗
合
タ
ク
シ
ー
）

は
現
在
、
運
行
の
１
か
月
前
か
ら
予
約

が
で
き
ま
す
が
、
令
和
６
年
度
か
ら
は

運
行
の
２
週
間
前
か
ら
の
予
約
に
変
更

と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
４
月
１
日

（
月
）
の
予
約
受
付
開
始
は
３
月
18
日

（
月
）
と
な
り
、
そ
れ
以
降
の
便
の
予

約
は
２
週
間
前
か
ら
順
次
開
始
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
予
約
の
際
は
ご
留
意
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
公
害
交
通
係

（
☎
内
線
252
）

消火器の悪質訪問販売にご注意を！
　「消防署から来た」などと偽り、出入り業者ま
たは契約業者を装って不当な価格で消火器の訪
問販売や点検（薬剤詰替え）を行う業者がいます。
一般家庭に消火器設置義務はありませんし、消
防署で消火器の点検を業者に依頼することもあ
りませんので、悪質訪問販売の被害に遭わない
よう、十分な注意を心がけましょう。
以下の点に注意！
■身分証明書の提示を求めましょう！
■あやしいと思ったら勇気をもってキッパリ断
りましょう！
■契約書は良く読み、むやみにサインするのは
やめましょう！
問い合わせ 加茂地域消防本部・予防課（☎
52-1770）

ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
新春市民囲碁大会（1/７）、新春市民将棋大会（1/21）開催

　中央コミュニティセンターで毎年恒例の新春市民
囲碁大会、新春市民将棋大会が行われました。
それぞれの結果は以下のとおりです。

新春市民囲碁大会
【Ａクラス（四段以上）】①吉田弘介②杉田三二
③梅田朋介【Ｂクラス（二～三段）】①尾崎敏②笠
原光雄③北澤忠男【Ｃクラス（級位～初段）】①本
田泰（新潟日報杯）②田浦甫③渡辺長生

新春市民将棋大会
【Ａクラス（初段以上）】①笠原由光（新潟日報
杯）②小林敏弘③山際満【Ｂクラス（一級～十
級）】①志田升男②宮崎正充③澤山幹夫【Ｃクラス
（その他）】①坂上通男②土田康裕③星春樹【子ど
もの部】①織原大和②巌匠人③高井こころ

文化財防火デー放水訓練（1/21）
　1月21日（日）に、今年は加茂市文化会館で加茂地域消防
署と加茂市消防団が放水訓練を行いました。
　午前8時45分の訓練開始の合図とともに取水が始まると、

中継のポンプによりすぐに放水
が行われました。
　消防団と消防署員の皆さんの
スムーズな連携により、無事に
訓練を終えることができまし
た。

【有料広告】 【有料広告】

加茂市公民館では囲碁教室、将棋教室を開催しています。
ご興味のある方は加茂市公民館（☎0256-52-1953、
メール kominkan@city.kamo.niigata.jp）へお問い合わ
せください。

加茂市消防団では消防団員を募集しています。
お問い合わせは、加茂地域消防本部警防課
☎0256-52-1770 へ。

今回は投光器の実演もありました
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終
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー
　
糖
尿
病
講
座
の
お
知
ら
せ

加
茂
市
×
第
一
生
命

　
　
　
終
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー

健
幸
さ
ん
の
家
終
活
教
室

　
「
お
葬
式
の
ギ
モ
ン
に

　
　
　
　
お
答
え
し
ま
す
」

「
相
続
っ
て
そ
も
そ
も
な
に
？
誰
に

相
談
す
れ
ば
い
い
の
？
」「
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
っ
て
？
ど
う
や
っ
て
書
く

の
？
」そ
ん
な
疑
問
を
解
決
す
る
た
め
、

終
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
費
は
無
料
、
事
前
に
予
約
が
必
要

で
す
。
ご
参
加
の
方
全
員
に
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

日　
時
　
２
月
28
日
（
水
）
午
後
２
時

〜
３
時
30
分

会　
場
　
須
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

内
容
／
講
師　
▼
第
１
部
「
や
さ
し
い

相
続
セ
ミ
ナ
ー
」／
徳
本
好
彦
さ
ん（
司

法
書
士
・
行
政
書
士
、
に
い
が
た
司
法

書
士
法
人
・
行
政
書
士
法
人
代
表
、
株

式
会
社
山
田
エ
ス
ク
ロ
ー
信
託
新
潟
支

店
長
）

▼
第
２
部
「
家
族
に
想
い
を
伝
え
る
！

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
書
き
方
セ
ミ

ナ
ー
」
／
永
渡
豊
さ
ん
（
第
一
生
命
保

険
株
式
会
社
新
潟
支
社
）

定　
員

30
名

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
お
名
前
と

電
話
番
号
を
添
え
て
総
務
課
総
括
係

（
☎
内
線
329
）
へ
。

そ
の
他
　
か
も
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
参

加
者
は
活
動
量
計
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
20
ポ
イ
ン
ト
付
与
し
ま
す
。

　
通
い
の
場
「
健
幸
さ
ん
の
家
」
で
は

週
２
回
、
認
知
症
・
介
護
予
防
体
操
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
月
１
回
の
特
別
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
『
終
活
教
室
「
お
葬
式
の
ギ
モ
ン

に
お
答
え
し
ま
す
」』
も
開
催
し
ま
す
。

事
前
申
し
込
み
不
要
で
参
加
費
無
料
で

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　
時
　
２
月
29
日
（
木
）
椅
子
ヨ
ガ

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
20
分
、
終
活
教

室
11
時
30
分
〜
午
後
時
０
時
20
分
　

会　
場
　
メ
モ
リ
ー
ナ
西
加
茂
（
幸
町

1

－

10

－

1
）

講　
師
　
花
屋
仁
助
　
丸
山
優
瑠

持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
、
水
分
、

タ
オ
ル

問
い
合
わ
せ
　
え
ん
た
け
行
政
書
士
事

務
所
（
☎
55

－

６
１
３
９
）

かも健康ポイント事業
『参加者の声』その 4
　今回は 3年前から参加されている狭口の久保
さんのインタビューをお届けします。

Ｑ. 参加されたご感想を教えてください。
Ａ. 自分一人ではなかなか歩けていない状況で
す。友達を誘ったら、20 人くらいの人が事業
に参加してくれました。毎日楽しく歩いていま
す！
Ｑ. 研修会には参加されましたか？
Ａ. 最近は、ウォーキング講座とフットケア講
座に参加して、とても参考になりました。
Ｑ. これからの目標はありますか？
Ａ.100 歳まで歩いていたいです！
Ｑ. 一言ＰＲお願いします。
Ａ. 加茂市食生活改善推進員として活動してい
ます。食だけでなく運動の大切さも感じていま
す。

問い合わせ　健康福祉課健康づくり係（☎内線
164）

糖尿病講座に参加しませんか？
　糖尿病の重症化を予防するための日常生活につい
てわかりやすくお話しします。
　糖尿病の方、そのご家族で食事や運動について学
習したい方が対象です。

時　間　午前9時40分～正午頃
会　場　ゆきつばき荘
参加費　無料
定　員　30名
申し込み・問い合わせ　２月21日（水）までに健康
福祉課健康づくり係（☎内線165）へ。

開催日 内　容 講　師

2/28 ㈬

3/12 ㈫

医師の講話
食事のバランスについて①

食事のバランスについて②

軽い運動のお話と実技

二宮悟医師
栄養士

栄養士

健康運動指導士

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
・
休
日
当
番
医

５月から広報かもの発行回数を
月１回に変更します

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

４
期
分
は
29
日
ま
で

４
月
採
用

温
水
プ
ー
ル
監
視
員
募
集

　
下
水
道
事
業
受
益
者
負

担
金
第
４
期
分
の
納
期
限

は
２
月
29
日
（
木
）
で

す
。
忘
れ
ず
に
納
入
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
土
地
の
売
買
な
ど
で
受
益
者

の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
「
受
益
者
変

更
申
告
書
」
を
、
ま
た
受
益
者
が
住
所

な
ど
を
変
更
し
た
と
き
は
「
受
益
者
住

所
変
更
申
告
書
」
を
上
下
水
道
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
納
入
に
便
利
な
口
座
振
替

　
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の
納
入

に
は
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
「
口

座
振
替
」
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
口
座
振
替
依
頼
書
は
、
上
下
水
道
課

ま
た
は
市
内
の
各
金
融
機
関
、
Ｊ
Ａ
各

支
店
、
郵
便
局
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
上
下
水
道
課
庶
務
係

（
☎
内
線
231
）

採
用
人
員
　
若
干
名

受
験
資
格
　
昭
和
31
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
で
、
25
メ
ー
ト
ル
以
上
泳
げ
る

人
（
学
生
は
除
く
）
。

報　
酬
　
時
給
千
７
円
（
午
後
５
時
30

分
以
降
は
千
180
円
）

勤
務
時
間
等
　
１
日
約
４
時
間
（
１
か

月
約
18
日
間
の
勤
務
予
定
）

選　
考
　
書
類
選
考
後
、
面
接
・
実
技

試
験

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
市
販
の
履

歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、３
月
４

日（
月
）ま
で
に
温
水
プ
ー
ル（
☎
53

－

５
１
０
１
）へ
。

　広報かもは、原則、これまで1日号（お知
らせ版）と15日号の毎月2回発行していまし
たが、令和6年5月からは、毎月1回、15日
（休日の場合は翌開庁日）の発行に変更しま
す。またそれに伴い、配布物の配布も月1回
に変更します。
　今後はより一層、「かも防災・行政ナビ」
アプリやLINEをはじめとする市公式SNS、
ホームページなどを活用して、緊急性・即時
性が高い情報を発信するなど、各媒体の特長
を生かし、組み合わせて情報発信の充実につ
なげていきます。ぜひこの機会に「かも防
災・行政ナビ」アプリや市公式SNSなどをご
登録ください。
問い合わせ　総務課広報広聴係
（☎内線352）

加茂市勤労青少年ホーム
事業の廃止について

　加茂市勤労青少年ホームは、昭和49年か
ら勤労青少年の余暇活動や交流促進を目的に
施設を運営してまいりました。
　しかし勤労青少年の人口減少や余暇活動の
多様化、社会情勢の変化、若者の利用者の減
少などにより、令和5年度末（令和6年3月
31日）をもちまして事業を廃止します。
　長年にわたりご利用いただき、誠にありが
とうございました。
　今後クラブ活動及び教養講座は、公民館事
業として行い、トレーニングルームは、温水
プール内のトレーニング室に器具を一部移転
して引続き行います。

問い合わせ　勤労青少年ホーム（☎52－
6116）

月 日 休日当番医

休日当番医

☎
2/18（日）
23（金・祝）

徳友医院
須田医院
星野内科医院
小池内科消化器科クリニック

25（日）
3/3（日）

53－0167
41－5025
41－4141
53－3355

吉田内科医院10（日） 57－7511

かも防災・行政ナビ
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加
茂
の
風
土
記
・
あ
り
が
と
う
（
寄
附
）

　
穀
町
に
育
ち
、
大
正
十
四
年
（
一
九

二
五
）
に
加
茂
小
学
校
へ
入
学
し
た
元

教
員
の
桑
原
與
四
郎
（
一
九
一
八
〜
二

〇
一
五
）
は
、
三
〜
六
年
生
に
受
け
た

授
業
を
以
下
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
ま

す
（
平
成
十
八
年
談
）。①
七
三
人
い
た

ク
ラ
ス
を
八
人
程
度
の
班
に
分
け
る
。

②
次
に
教
材
が
い
わ
ん
と
す
る
主
題
を

討
議
す
る
。
こ
の
主
題
を
「
中
心
問
題
」

と
呼
ぶ
。③
最
後
に
各
班
で
出
た
中
心

問
題
を
、
学
級
全
体
で
討
議
す
る
。
科

目
が
書
き
方
（
習
字
）
な
ら
、①
教
師

に
ど
の
ペ
ー
ジ
を
手
本
と
す
る
か
指
示

を
受
け
、
何
日
か
練
習
す
る
。②
清
書

に
な
る
と
、
で
き
た
作
品
を
各
班
の
代

表
が
掲
げ
、
児
童
間
で
意
見
や
批
評
を

出
し
合
う
。
教
員
は
児
童
が
誤
っ
た
方

向
に
脱
線
し
な
い
か
注

意
深
く
見
守
る
の
が
仕

事
で
、
卒
業
ま
で
の
四

年
間
、
先
生
か
ら
習
っ

た
記
憶
が
な
い
と
桑
原

は
述
べ
て
い
ま
す
。

　
大
正
時
代
の
一
部
に

は
、
従
来
の
よ
う
に
画

一
的
で
な
く
、
生
き
生

加
茂
市
へ

▼
新
潟
県
労
働
金
庫
加
茂
支
店

　
　
　
　
　
　
　
推
進
委
員
会
様
か
ら

　
　
　
　
　
　
図
書
カ
ー
ド
12
万
円
分

（
市
内
６
児
童
ク
ラ
ブ
へ
２
万
円
分
ず
つ
）

▼
泉
田
琴
菜
様
（
葵
中
学
校
卒
・
プ
ロ

ゴ
ル
フ
ァ
ー
）
か
ら

　
新
之
助
1.5
㎏
を
市
内
中
学
生
521
人
分

加
茂
小
学
校
の
自
由
主
義
教
育

大正時代の加茂小学校　屋内運動場の工事
（大正11年、神明町 小柳英治氏提供）

「広報かも」は加茂市
ホームページまたは行政
情報アプリ「マチイロ」
からもご覧になれます。

スマホで
広 報 誌

き
と
し
た
教
育
を
目
指
す
動
き
が
あ
り

ま
し
た
。
加
茂
小
学
校
で
は
、
大
正
十

四
年
（
一
九
二
五
）
を
嚆
矢
に
奈
良
女

子
高
等
師
範
学
校
（
現
奈
良
女
子
大
学
）

か
ら
講
師
を
招
き
、
自
由
主
義
的
な
教

育
法
の
吸
収
に
努
め
ま
し
た
（「
加
茂

小
学
校
沿
革
誌
」
二
）。

　
招
か
れ
た
講
師
の
ひ
と
り
が
、
大
正

十
五
年
と
昭
和
二
年
に
加
茂
小
学
校
で

み
た
授
業
を
印
象
深
く
書
い
て
い
ま

す
。
た
と
え
ば
四
年
生
の
算
術
だ
と
、

生
活
に
密
着
し
た
題
材
か
ら
児
童
が
問

題
を
作
り
、
教
師
は
子
ど
も
が
解
決
法

を
発
見
す
る
よ
う
導
く
役
目
を
担
い
ま

し
た
。
綴
り
方
（
作
文
）
の
場
合
、
直

感
や
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
成
果
が
発
表

さ
れ
、
こ
こ
で
も
児
童
が
先
に
立
ち
議

論
を
ま
と
め
て
い
き
ま
し
た（
清
水「
新

潟
県
加
茂
小
学
校
を
観
る
」）。

　
こ
の
指
導
法
を
説
き
、
大
正
十
四
年

の
第
一
回
講
習
会
で
加
茂
小
学
校
を
訪

れ
た
木
下
竹
次
は
時
間
割
を
作
ら
ず
、

教
科
書
も
使
わ
な
い
方
針
で
、
女
子
師

範
の
同
僚
等
へ
「
諸
君
は
教
え
す
ぎ
て

い
る
。
何
も
い
わ
な
い
つ
も
り
で
教
壇

に
立
て
」
と
い
ま
し
め
た
と
い
い
ま
す
。

（
奈
良
女
子
大
学
文
学
部
附
属
小
学
校

『
わ
が
校
五
十
年
の
教
育
』）。
そ
の
影

響
は
大
き
く
、
昭
和
四
年
に
新
卒
で
加

茂
小
学
校
へ
赴
任
し
た
小
柳
善
雄
（
八

幡
、
一
九
一
一
〜
二
〇
〇
六
）
は
「
君

は
師
範
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
は
全
部
忘

れ
て
、
四
月
い
っ
ぱ
い
は
毎
日
一
時
間

俺
の
教
室
を
見
に
来
い
」
と
先
輩
の
指

導
が
あ
り
、
参
観
し
た
ど
の
教
科
も
発

表
討
論
の
質
が
高
く
、
師
範
学
校
附
属

小
学
校
な
ど
比
較
に
な
ら
な
い
よ
う
に

見
え
た
、
と
述
懐
し
て
い
ま
す
（
小
柳

「
昭
和
初
期
加
茂
小
学
校
に
着
任
し
た

一
青
年
教
師
の
追
憶
」）。

　
や
が
て
全
体
主
義
が
台
頭
し
、
こ
う

し
た
方
針
は
姿
を
消
し
て
い
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
時
代
の
思
潮
を
捉
え
た

試
み
と
し
て
再
評
価
に
値
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
中
澤
資
裕
）

よ
し
ろ
う

こ
う
し

育ち盛りの中学
生の皆さんに！

※学校を通して配付します。

消
費
生
活
情
報
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終
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー
　
糖
尿
病
講
座
の
お
知
ら
せ

加
茂
市
×
第
一
生
命

　
　
　
終
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー

健
幸
さ
ん
の
家
終
活
教
室

　
「
お
葬
式
の
ギ
モ
ン
に

　
　
　
　
お
答
え
し
ま
す
」

「
相
続
っ
て
そ
も
そ
も
な
に
？
誰
に

相
談
す
れ
ば
い
い
の
？
」「
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
っ
て
？
ど
う
や
っ
て
書
く

の
？
」そ
ん
な
疑
問
を
解
決
す
る
た
め
、

終
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
費
は
無
料
、
事
前
に
予
約
が
必
要

で
す
。
ご
参
加
の
方
全
員
に
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

日　
時
　
２
月
28
日
（
水
）
午
後
２
時

〜
３
時
30
分

会　
場
　
須
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

内
容
／
講
師　
▼
第
１
部
「
や
さ
し
い

相
続
セ
ミ
ナ
ー
」／
徳
本
好
彦
さ
ん（
司

法
書
士
・
行
政
書
士
、
に
い
が
た
司
法

書
士
法
人
・
行
政
書
士
法
人
代
表
、
株

式
会
社
山
田
エ
ス
ク
ロ
ー
信
託
新
潟
支

店
長
）

▼
第
２
部
「
家
族
に
想
い
を
伝
え
る
！

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
書
き
方
セ
ミ

ナ
ー
」
／
永
渡
豊
さ
ん
（
第
一
生
命
保

険
株
式
会
社
新
潟
支
社
）

定　
員

30
名

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
お
名
前
と

電
話
番
号
を
添
え
て
総
務
課
総
括
係

（
☎
内
線
329
）
へ
。

そ
の
他
　
か
も
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
参

加
者
は
活
動
量
計
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
20
ポ
イ
ン
ト
付
与
し
ま
す
。

　
通
い
の
場
「
健
幸
さ
ん
の
家
」
で
は

週
２
回
、
認
知
症
・
介
護
予
防
体
操
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
月
１
回
の
特
別
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
『
終
活
教
室
「
お
葬
式
の
ギ
モ
ン

に
お
答
え
し
ま
す
」』
も
開
催
し
ま
す
。

事
前
申
し
込
み
不
要
で
参
加
費
無
料
で

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　
時
　
２
月
29
日
（
木
）
椅
子
ヨ
ガ

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
20
分
、
終
活
教

室
11
時
30
分
〜
午
後
時
０
時
20
分
　

会　
場
　
メ
モ
リ
ー
ナ
西
加
茂
（
幸
町

1

－

10

－

1
）

講　
師
　
花
屋
仁
助
　
丸
山
優
瑠

持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
、
水
分
、

タ
オ
ル

問
い
合
わ
せ
　
え
ん
た
け
行
政
書
士
事

務
所
（
☎
55

－

６
１
３
９
）

かも健康ポイント事業
『参加者の声』その 4
　今回は 3年前から参加されている狭口の久保
さんのインタビューをお届けします。

Ｑ. 参加されたご感想を教えてください。
Ａ. 自分一人ではなかなか歩けていない状況で
す。友達を誘ったら、20 人くらいの人が事業
に参加してくれました。毎日楽しく歩いていま
す！
Ｑ. 研修会には参加されましたか？
Ａ. 最近は、ウォーキング講座とフットケア講
座に参加して、とても参考になりました。
Ｑ. これからの目標はありますか？
Ａ.100 歳まで歩いていたいです！
Ｑ. 一言ＰＲお願いします。
Ａ. 加茂市食生活改善推進員として活動してい
ます。食だけでなく運動の大切さも感じていま
す。

問い合わせ　健康福祉課健康づくり係（☎内線
164）

糖尿病講座に参加しませんか？
　糖尿病の重症化を予防するための日常生活につい
てわかりやすくお話しします。
　糖尿病の方、そのご家族で食事や運動について学
習したい方が対象です。

時　間　午前9時40分～正午頃
会　場　ゆきつばき荘
参加費　無料
定　員　30名
申し込み・問い合わせ　２月21日（水）までに健康
福祉課健康づくり係（☎内線165）へ。

開催日 内　容 講　師

2/28 ㈬

3/12 ㈫

医師の講話
食事のバランスについて①

食事のバランスについて②

軽い運動のお話と実技

二宮悟医師
栄養士

栄養士

健康運動指導士

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
・
休
日
当
番
医

５月から広報かもの発行回数を
月１回に変更します

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

４
期
分
は
29
日
ま
で

４
月
採
用

温
水
プ
ー
ル
監
視
員
募
集

　
下
水
道
事
業
受
益
者
負

担
金
第
４
期
分
の
納
期
限

は
２
月
29
日
（
木
）
で

す
。
忘
れ
ず
に
納
入
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
土
地
の
売
買
な
ど
で
受
益
者

の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
「
受
益
者
変

更
申
告
書
」
を
、
ま
た
受
益
者
が
住
所

な
ど
を
変
更
し
た
と
き
は
「
受
益
者
住

所
変
更
申
告
書
」
を
上
下
水
道
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
納
入
に
便
利
な
口
座
振
替

　
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の
納
入

に
は
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
「
口

座
振
替
」
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
口
座
振
替
依
頼
書
は
、
上
下
水
道
課

ま
た
は
市
内
の
各
金
融
機
関
、
Ｊ
Ａ
各

支
店
、
郵
便
局
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
上
下
水
道
課
庶
務
係

（
☎
内
線
231
）

採
用
人
員
　
若
干
名

受
験
資
格
　
昭
和
31
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
で
、
25
メ
ー
ト
ル
以
上
泳
げ
る

人
（
学
生
は
除
く
）
。

報　
酬
　
時
給
千
７
円
（
午
後
５
時
30

分
以
降
は
千
180
円
）

勤
務
時
間
等
　
１
日
約
４
時
間
（
１
か

月
約
18
日
間
の
勤
務
予
定
）

選　
考
　
書
類
選
考
後
、
面
接
・
実
技

試
験

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
市
販
の
履

歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、３
月
４

日（
月
）ま
で
に
温
水
プ
ー
ル（
☎
53

－

５
１
０
１
）へ
。

　広報かもは、原則、これまで1日号（お知
らせ版）と15日号の毎月2回発行していまし
たが、令和6年5月からは、毎月1回、15日
（休日の場合は翌開庁日）の発行に変更しま
す。またそれに伴い、配布物の配布も月1回
に変更します。
　今後はより一層、「かも防災・行政ナビ」
アプリやLINEをはじめとする市公式SNS、
ホームページなどを活用して、緊急性・即時
性が高い情報を発信するなど、各媒体の特長
を生かし、組み合わせて情報発信の充実につ
なげていきます。ぜひこの機会に「かも防
災・行政ナビ」アプリや市公式SNSなどをご
登録ください。
問い合わせ　総務課広報広聴係
（☎内線352）

加茂市勤労青少年ホーム
事業の廃止について

　加茂市勤労青少年ホームは、昭和49年か
ら勤労青少年の余暇活動や交流促進を目的に
施設を運営してまいりました。
　しかし勤労青少年の人口減少や余暇活動の
多様化、社会情勢の変化、若者の利用者の減
少などにより、令和5年度末（令和6年3月
31日）をもちまして事業を廃止します。
　長年にわたりご利用いただき、誠にありが
とうございました。
　今後クラブ活動及び教養講座は、公民館事
業として行い、トレーニングルームは、温水
プール内のトレーニング室に器具を一部移転
して引続き行います。

問い合わせ　勤労青少年ホーム（☎52－
6116）

月 日 休日当番医

休日当番医

☎
2/18（日）
23（金・祝）

徳友医院
須田医院
星野内科医院
小池内科消化器科クリニック

25（日）
3/3（日）

53－0167
41－5025
41－4141
53－3355

吉田内科医院10（日） 57－7511

かも防災・行政ナビ
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　休日当番医　星野内科医院
 　　　　　　☎４１－４１４１ 　9：00～17：00

暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
・
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

21
㈬
赤口

22
㈭
先勝

24
㈯
先負

23
㈮
友引

25
㈰
仏滅

20
㈫
大安

2
㈯
仏滅

3
㈰
大安

26
㈪
大安

27
㈫
赤口

28
㈬
先勝

29
㈭
友引

・レインボーけんこつ体操教室
　　　　　　母子健康センター　10：00～11：30
・補聴器相談　市役所相談室４　11：00～12：00
・休館日（文化会館、温水プール）

・なんでも健康相談 
　　　　　　　　　　　公民館　 9：30～11：30
・読もう、語ろうイギリス文学 
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・法律相談（事前に☎52-6667へ要予約）
　　　　　　市役所別棟相談室　13：00～16：00
・休館日（ＢＢＣ）

・KamoRG演技発表会
　　　　　　　　　　文化会館　14：00～16：30
・定期露店市場

・心配ごと相談
　　　　　　市役所別棟相談室　 9：00～15：00
・オレンジカフェ
　　　　　　機能訓練センター　10：00～11：30
・休館日（ＢＢＣ）

・オレンジカフェ　かも小町
　　　　　　　　　　かも小町　13：30～15：30
・親子運動教室
　　　　　勤労者体育センター　19：00～20：00
・定期露店市場
・休館日（市立図書館、民俗資料館、各コミセン、
　公民館、市民体育館）

２月・３月

19
仏滅

2月

㈪

・休館日（市立図書館、民俗資料館、各コミセン）

・信濃川・大河津分水写真コンテスト巡回展示
　（～3月8日（金）まで、土・日除く。初日は午後
　のみ、最終日は午前のみ）
　　　　　　市役所１階ロビー　  8：30～17：15
・リフレッシュ講座
　　　　　　　　ゆきつばき荘　10：00～12：00
・休館日（文化会館、温水プール）

・定期露店市場
・休館日（ＢＢＣ）

・一般映画観賞会「いつか読書する日」 
 　　　　　市立図書館　14：00から
・ホリデースキー教室   
　　　　冬鳥越スキーガーデン　14：00～16：00
・第５回シニアスキー教室 
　　　　冬鳥越スキーガーデン　14：00～16：00
・休館日（民俗資料館）

・一般映画観賞会「いつか読書する日」
　　　　　　　　　市立図書館　14：00から

・行政相談　　市役所相談室１　  9：00～11：30
・心配ごと相談
　　　　　　市役所別棟相談室　 9：00～15：00
・糖尿病講座　　ゆきつばき荘　  9：40～12：00
・レインボーけんこつ体操教室
　　　　　　母子健康センター　10：00～11：30
・加茂市×第一生命　終活応援セミナー
　　　　　　　　須田コミセン　14：00～15：30
・休館日（美人の湯、ＢＢＣ）

1
先負

3月

㈮

・休館日（民俗資料館）
　休日当番医
　小池内科消化器科クリニック
 　　　　　　☎５３－３３５５ 　9：00～17：00

信
濃
川
・
大
河
津
分
水
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
巡
回
展
示

　
母
な
る
大
地
越
後
平
野
に
恵
み
を
も

た
ら
す
信
濃
川
、
越
後
平
野
の
治
水
の

要
と
し
て
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
守
る
大

河
津
分
水
に
つ
い
て
、
そ
の
魅
力
を
広

く
紹
介
し
、
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ
ら
を
題
材
に
し

た
写
真
を
募
集
し
ま
し
た
。
応
募
総
数

138
点
よ
り
選
出
さ
れ
た
、
入
賞
・
入
選

作
品
23
点
を
展
示
し
ま
す
の
で
、
お
近

く
に
お
越
し
の
際
は
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

期　
間
　
２
月
27
日
（
火
）
〜
３
月
８

日
（
金
）
（
土
・
日
除
く
）

時　
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分
（
初
日
は
午
後
の
み
・
最
終
日
は

午
前
の
み
）
　
　

会　
場
　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ
　
信
濃
川
河
川
事
務
所
流

域
治
水
課
（
☎
０
２
５
８

－

32

－

３
２

４
３
）

　天皇誕生日
・ホリデースキー教室
　　　　冬鳥越スキーガーデン　14：00～16：00
・第５回シニアスキー教室
　　　　冬鳥越スキーガーデン　14：00～16：00
・休館日（市立図書館、民俗資料館）
　休日当番医　須田医院
 　　　　　　☎４１－５０２５ 　9：00～17：00

市民憲章  第 3 条（家庭・文化） やすらぎのある家庭をつくり　みんなの夢を育てます
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加
茂
の
風
土
記
・
あ
り
が
と
う
（
寄
附
）

　
穀
町
に
育
ち
、
大
正
十
四
年
（
一
九

二
五
）
に
加
茂
小
学
校
へ
入
学
し
た
元

教
員
の
桑
原
與
四
郎
（
一
九
一
八
〜
二

〇
一
五
）
は
、
三
〜
六
年
生
に
受
け
た

授
業
を
以
下
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
ま

す
（
平
成
十
八
年
談
）。①
七
三
人
い
た

ク
ラ
ス
を
八
人
程
度
の
班
に
分
け
る
。

②
次
に
教
材
が
い
わ
ん
と
す
る
主
題
を

討
議
す
る
。
こ
の
主
題
を
「
中
心
問
題
」

と
呼
ぶ
。③
最
後
に
各
班
で
出
た
中
心

問
題
を
、
学
級
全
体
で
討
議
す
る
。
科

目
が
書
き
方
（
習
字
）
な
ら
、①
教
師

に
ど
の
ペ
ー
ジ
を
手
本
と
す
る
か
指
示

を
受
け
、
何
日
か
練
習
す
る
。②
清
書

に
な
る
と
、
で
き
た
作
品
を
各
班
の
代

表
が
掲
げ
、
児
童
間
で
意
見
や
批
評
を

出
し
合
う
。
教
員
は
児
童
が
誤
っ
た
方

向
に
脱
線
し
な
い
か
注

意
深
く
見
守
る
の
が
仕

事
で
、
卒
業
ま
で
の
四

年
間
、
先
生
か
ら
習
っ

た
記
憶
が
な
い
と
桑
原

は
述
べ
て
い
ま
す
。

　
大
正
時
代
の
一
部
に

は
、
従
来
の
よ
う
に
画

一
的
で
な
く
、
生
き
生

加
茂
市
へ

▼
新
潟
県
労
働
金
庫
加
茂
支
店

　
　
　
　
　
　
　
推
進
委
員
会
様
か
ら

　
　
　
　
　
　
図
書
カ
ー
ド
12
万
円
分

（
市
内
６
児
童
ク
ラ
ブ
へ
２
万
円
分
ず
つ
）

▼
泉
田
琴
菜
様
（
葵
中
学
校
卒
・
プ
ロ

ゴ
ル
フ
ァ
ー
）
か
ら

　
新
之
助
1.5
㎏
を
市
内
中
学
生
521
人
分

加
茂
小
学
校
の
自
由
主
義
教
育

大正時代の加茂小学校　屋内運動場の工事
（大正11年、神明町 小柳英治氏提供）

「広報かも」は加茂市
ホームページまたは行政
情報アプリ「マチイロ」
からもご覧になれます。

スマホで
広 報 誌

き
と
し
た
教
育
を
目
指
す
動
き
が
あ
り

ま
し
た
。
加
茂
小
学
校
で
は
、
大
正
十

四
年
（
一
九
二
五
）
を
嚆
矢
に
奈
良
女

子
高
等
師
範
学
校
（
現
奈
良
女
子
大
学
）

か
ら
講
師
を
招
き
、
自
由
主
義
的
な
教

育
法
の
吸
収
に
努
め
ま
し
た
（「
加
茂

小
学
校
沿
革
誌
」
二
）。

　
招
か
れ
た
講
師
の
ひ
と
り
が
、
大
正

十
五
年
と
昭
和
二
年
に
加
茂
小
学
校
で

み
た
授
業
を
印
象
深
く
書
い
て
い
ま

す
。
た
と
え
ば
四
年
生
の
算
術
だ
と
、

生
活
に
密
着
し
た
題
材
か
ら
児
童
が
問

題
を
作
り
、
教
師
は
子
ど
も
が
解
決
法

を
発
見
す
る
よ
う
導
く
役
目
を
担
い
ま

し
た
。
綴
り
方
（
作
文
）
の
場
合
、
直

感
や
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
成
果
が
発
表

さ
れ
、
こ
こ
で
も
児
童
が
先
に
立
ち
議

論
を
ま
と
め
て
い
き
ま
し
た（
清
水「
新

潟
県
加
茂
小
学
校
を
観
る
」）。

　
こ
の
指
導
法
を
説
き
、
大
正
十
四
年

の
第
一
回
講
習
会
で
加
茂
小
学
校
を
訪

れ
た
木
下
竹
次
は
時
間
割
を
作
ら
ず
、

教
科
書
も
使
わ
な
い
方
針
で
、
女
子
師

範
の
同
僚
等
へ
「
諸
君
は
教
え
す
ぎ
て

い
る
。
何
も
い
わ
な
い
つ
も
り
で
教
壇

に
立
て
」
と
い
ま
し
め
た
と
い
い
ま
す
。

（
奈
良
女
子
大
学
文
学
部
附
属
小
学
校

『
わ
が
校
五
十
年
の
教
育
』）。
そ
の
影

響
は
大
き
く
、
昭
和
四
年
に
新
卒
で
加

茂
小
学
校
へ
赴
任
し
た
小
柳
善
雄
（
八

幡
、
一
九
一
一
〜
二
〇
〇
六
）
は
「
君

は
師
範
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
は
全
部
忘

れ
て
、
四
月
い
っ
ぱ
い
は
毎
日
一
時
間

俺
の
教
室
を
見
に
来
い
」
と
先
輩
の
指

導
が
あ
り
、
参
観
し
た
ど
の
教
科
も
発

表
討
論
の
質
が
高
く
、
師
範
学
校
附
属

小
学
校
な
ど
比
較
に
な
ら
な
い
よ
う
に

見
え
た
、
と
述
懐
し
て
い
ま
す
（
小
柳

「
昭
和
初
期
加
茂
小
学
校
に
着
任
し
た

一
青
年
教
師
の
追
憶
」）。

　
や
が
て
全
体
主
義
が
台
頭
し
、
こ
う

し
た
方
針
は
姿
を
消
し
て
い
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
時
代
の
思
潮
を
捉
え
た

試
み
と
し
て
再
評
価
に
値
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
中
澤
資
裕
）

よ
し
ろ
う

こ
う
し

育ち盛りの中学
生の皆さんに！

※学校を通して配付します。

消
費
生
活
情
報
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　休日当番医　星野内科医院
 　　　　 ☎４１－４１４１ 　9：00～17：00

暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
・
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

21
㈬
赤口

22
㈭
先勝

24
㈯
先負

23
㈮
友引

25
㈰
仏滅

20
㈫
大安

2
㈯
仏滅

3
㈰
大安

26
㈪
大安

27
㈫
赤口

28
㈬
先勝

29
㈭
友引

・レインボーけんこつ体操教室
　　　　　　母子健康センター　10：00～11：30
・補聴器相談　市役所相談室４　11：00～12：00
・休館日（文化会館、温水プール）

・なんでも健康相談 
　　　　　　　　　　　公民館 9：30～11：30
・読もう、語ろうイギリス文学 
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・法律相談（事前に☎52-6667へ要予約）
　　　　　　市役所別棟相談室　13：00～16：00
・休館日（ＢＢＣ）

・KamoRG演技発表会
　　　　　　　　　　文化会館　14：00～16：30
・定期露店市場

・心配ごと相談
　　　　　　市役所別棟相談室 9：00～15：00
・オレンジカフェ
　　　　　　機能訓練センター　10：00～11：30
・休館日（ＢＢＣ）

・オレンジカフェ　かも小町
　　　　　　　　　　かも小町　13：30～15：30
・親子運動教室
　　　　　勤労者体育センター　19：00～20：00
・定期露店市場
・休館日（市立図書館、民俗資料館、各コミセン、
　公民館、市民体育館）

２月・３月

19
仏滅

2月

㈪

・休館日（市立図書館、民俗資料館、各コミセン）

・信濃川・大河津分水写真コンテスト巡回展示
　（～3月8日（金）まで、土・日除く。初日は午後
　のみ、最終日は午前のみ）
　　　　　　市役所１階ロビー　  8：30～17：15
・リフレッシュ講座
　　　　　　　　ゆきつばき荘　10：00～12：00
・休館日（文化会館、温水プール）

・定期露店市場
・休館日（ＢＢＣ）

・一般映画観賞会「いつか読書する日」 
 　　　　　市立図書館　14：00から
・ホリデースキー教室   
　　　　冬鳥越スキーガーデン　14：00～16：00
・第５回シニアスキー教室 
　　　　冬鳥越スキーガーデン　14：00～16：00
・休館日（民俗資料館）

・一般映画観賞会「いつか読書する日」
　　　　　　　　　市立図書館　14：00から

・行政相談　　市役所相談室１　  9：00～11：30
・心配ごと相談
　　　　　　市役所別棟相談室 9：00～15：00
・糖尿病講座　　ゆきつばき荘　  9：40～12：00
・レインボーけんこつ体操教室
　　　　　　母子健康センター　10：00～11：30
・加茂市×第一生命　終活応援セミナー
　　　　　　　　須田コミセン　14：00～15：30
・休館日（美人の湯、ＢＢＣ）

1
先負

3月

㈮

・休館日（民俗資料館）
休日当番医
　小池内科消化器科クリニック
 　　　　 ☎５３－３３５５ 　9：00～17：00

信
濃
川
・
大
河
津
分
水
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
巡
回
展
示

　
母
な
る
大
地
越
後
平
野
に
恵
み
を
も

た
ら
す
信
濃
川
、
越
後
平
野
の
治
水
の

要
と
し
て
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
守
る
大

河
津
分
水
に
つ
い
て
、
そ
の
魅
力
を
広

く
紹
介
し
、
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ
ら
を
題
材
に
し

た
写
真
を
募
集
し
ま
し
た
。
応
募
総
数

138
点
よ
り
選
出
さ
れ
た
、
入
賞
・
入
選

作
品
23
点
を
展
示
し
ま
す
の
で
、
お
近

く
に
お
越
し
の
際
は
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

期　
間
　
２
月
27
日
（
火
）
〜
３
月
８

日
（
金
）
（
土
・
日
除
く
）

時　
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分
（
初
日
は
午
後
の
み
・
最
終
日
は

午
前
の
み
）
　
　

会　
場
　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ
　
信
濃
川
河
川
事
務
所
流

域
治
水
課
（
☎
０
２
５
８

－

32

－

３
２

４
３
）

　天皇誕生日
・ホリデースキー教室
　　　　冬鳥越スキーガーデン　14：00～16：00
・第５回シニアスキー教室
　　　　冬鳥越スキーガーデン　14：00～16：00
・休館日（市立図書館、民俗資料館）
　休日当番医　須田医院
 　　　　 ☎４１－５０２５ 　9：00～17：00

市民憲章  第 3 条（家庭・文化） やすらぎのある家庭をつくり　みんなの夢を育てます
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加
茂
の
風
土
記
・
あ
り
が
と
う
（
寄
附
）

　
穀
町
に
育
ち
、
大
正
十
四
年
（
一
九

二
五
）
に
加
茂
小
学
校
へ
入
学
し
た
元

教
員
の
桑
原
與
四
郎
（
一
九
一
八
〜
二

〇
一
五
）
は
、
三
〜
六
年
生
に
受
け
た

授
業
を
以
下
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
ま

す
（
平
成
十
八
年
談
）。①
七
三
人
い
た

ク
ラ
ス
を
八
人
程
度
の
班
に
分
け
る
。

②
次
に
教
材
が
い
わ
ん
と
す
る
主
題
を

討
議
す
る
。
こ
の
主
題
を
「
中
心
問
題
」

と
呼
ぶ
。③
最
後
に
各
班
で
出
た
中
心

問
題
を
、
学
級
全
体
で
討
議
す
る
。
科

目
が
書
き
方
（
習
字
）
な
ら
、①
教
師

に
ど
の
ペ
ー
ジ
を
手
本
と
す
る
か
指
示

を
受
け
、
何
日
か
練
習
す
る
。②
清
書

に
な
る
と
、
で
き
た
作
品
を
各
班
の
代

表
が
掲
げ
、
児
童
間
で
意
見
や
批
評
を

出
し
合
う
。
教
員
は
児
童
が
誤
っ
た
方

向
に
脱
線
し
な
い
か
注

意
深
く
見
守
る
の
が
仕

事
で
、
卒
業
ま
で
の
四

年
間
、
先
生
か
ら
習
っ

た
記
憶
が
な
い
と
桑
原

は
述
べ
て
い
ま
す
。

　
大
正
時
代
の
一
部
に

は
、
従
来
の
よ
う
に
画

一
的
で
な
く
、
生
き
生

加
茂
市
へ

▼
新
潟
県
労
働
金
庫
加
茂
支
店

　
　
　
　
　
　
　
推
進
委
員
会
様
か
ら

　
　
　
　
　
　
図
書
カ
ー
ド
12
万
円
分

（
市
内
６
児
童
ク
ラ
ブ
へ
２
万
円
分
ず
つ
）

▼
泉
田
琴
菜
様
（
葵
中
学
校
卒
・
プ
ロ

ゴ
ル
フ
ァ
ー
）
か
ら

　
新
之
助
1.5
㎏
を
市
内
中
学
生
521
人
分

加
茂
小
学
校
の
自
由
主
義
教
育

大正時代の加茂小学校　屋内運動場の工事
（大正11年、神明町 小柳英治氏提供）

「広報かも」は加茂市
ホームページまたは行政
情報アプリ「マチイロ」
からもご覧になれます。

スマホで
広 報 誌

き
と
し
た
教
育
を
目
指
す
動
き
が
あ
り

ま
し
た
。
加
茂
小
学
校
で
は
、
大
正
十

四
年
（
一
九
二
五
）
を
嚆
矢
に
奈
良
女

子
高
等
師
範
学
校
（
現
奈
良
女
子
大
学
）

か
ら
講
師
を
招
き
、
自
由
主
義
的
な
教

育
法
の
吸
収
に
努
め
ま
し
た
（「
加
茂

小
学
校
沿
革
誌
」
二
）。

　
招
か
れ
た
講
師
の
ひ
と
り
が
、
大
正

十
五
年
と
昭
和
二
年
に
加
茂
小
学
校
で

み
た
授
業
を
印
象
深
く
書
い
て
い
ま

す
。
た
と
え
ば
四
年
生
の
算
術
だ
と
、

生
活
に
密
着
し
た
題
材
か
ら
児
童
が
問

題
を
作
り
、
教
師
は
子
ど
も
が
解
決
法

を
発
見
す
る
よ
う
導
く
役
目
を
担
い
ま

し
た
。
綴
り
方
（
作
文
）
の
場
合
、
直

感
や
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
成
果
が
発
表

さ
れ
、
こ
こ
で
も
児
童
が
先
に
立
ち
議

論
を
ま
と
め
て
い
き
ま
し
た（
清
水「
新

潟
県
加
茂
小
学
校
を
観
る
」）。

　
こ
の
指
導
法
を
説
き
、
大
正
十
四
年

の
第
一
回
講
習
会
で
加
茂
小
学
校
を
訪

れ
た
木
下
竹
次
は
時
間
割
を
作
ら
ず
、

教
科
書
も
使
わ
な
い
方
針
で
、
女
子
師

範
の
同
僚
等
へ
「
諸
君
は
教
え
す
ぎ
て

い
る
。
何
も
い
わ
な
い
つ
も
り
で
教
壇

に
立
て
」
と
い
ま
し
め
た
と
い
い
ま
す
。

（
奈
良
女
子
大
学
文
学
部
附
属
小
学
校

『
わ
が
校
五
十
年
の
教
育
』）。
そ
の
影

響
は
大
き
く
、
昭
和
四
年
に
新
卒
で
加

茂
小
学
校
へ
赴
任
し
た
小
柳
善
雄
（
八

幡
、
一
九
一
一
〜
二
〇
〇
六
）
は
「
君

は
師
範
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
は
全
部
忘

れ
て
、
四
月
い
っ
ぱ
い
は
毎
日
一
時
間

俺
の
教
室
を
見
に
来
い
」
と
先
輩
の
指

導
が
あ
り
、
参
観
し
た
ど
の
教
科
も
発

表
討
論
の
質
が
高
く
、
師
範
学
校
附
属

小
学
校
な
ど
比
較
に
な
ら
な
い
よ
う
に

見
え
た
、
と
述
懐
し
て
い
ま
す
（
小
柳

「
昭
和
初
期
加
茂
小
学
校
に
着
任
し
た

一
青
年
教
師
の
追
憶
」）。

　
や
が
て
全
体
主
義
が
台
頭
し
、
こ
う

し
た
方
針
は
姿
を
消
し
て
い
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
時
代
の
思
潮
を
捉
え
た

試
み
と
し
て
再
評
価
に
値
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
中
澤
資
裕
）

よ
し
ろ
う

こ
う
し

育ち盛りの中学
生の皆さんに！

※学校を通して配付します。

消
費
生
活
情
報
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●
編
集
・
発
行
　
加
茂
市
役
所
総
務
課
広
報
広
聴
係

●
印
刷
　
㈱
小
野
塚
印
刷
所

人口のうごき　2月1日現在 世帯　10,092 (-7) 人口　24,520  (-49)　
男　11,969  (-27)　女　12,551  (-22)　（　）内は前月比
（1月異動分）出生6 (男4 女2)　死亡37 (男 21 女 16)　転出39　転入21

【有料広告】

【有料広告】

ちょこっと SDGsちょこっと SDGs
　話題の「SDGｓ」について、ちょこっと学んでいく
コーナーです。 第16回目は「平和」を取り上げます。

目標１6
「平和」

　すべての人が参加できる平等で平和な社会
の実現を目指して、差別せず人権を尊重する、
政治に参加して民意を反映させるなど、私たち
の身の周りで出来る事から始めてみましょう。

参考：外務省ＨＰ
（https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/about/index.html）

持続可能な開発のための平和で包
摂的な社会を促進し、すべての人々
に司法へのアクセスを提供し、あ
らゆるレベルにおいて効果的で説
明責任のある包摂的な制度を構築
する




